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今週のキーワード

宇宙製造
軌道上工場とAIインフラが加速

36
件

記事総数

5
カ国

対象国数

8
倍

宇宙DC発電量

3.29億
ドル

Varda資金

今週の全36記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
インターステラー、新
拠点

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
日本のインターステラーがSBIRと資金調達で東北にロ
ケット製造拠点を設立、民間宇宙輸送を加速。

#02
NASAアルテミス、月
面基地

計画発表
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
NASAアルテミス計画が2032年までの月面基地建設ロ
ードマップを発表、深宇宙探査へ。

#03
宇宙データセンター、
AI

技術概念
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
宇宙データセンターが豊富な太陽光と真空冷却でAI需
要に対応する可能性を提示。

#04 Redwire、医薬品開発 研究報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
RedwireがISSでがん治療薬と結晶形成研究を完了、
微小重力医薬品製造に期待。

#05 VCU/NASA、耐放射線 材料開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
VCUとNASAがホウ素窒化物ベースの柔軟な耐放射線
性コーティングを開発、宇宙飛行士を保護。

#06
SpacePharma、自律
ラボ

製品紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
SpacePharmaが自律型ラボプラットフォームを稼働
、微小重力研究・製造を促進。

#07
NASA、微小重力幹細
胞

研究報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
NASAが微小重力培養幹細胞や癌治療薬を回収、医療
応用への画期的な可能性を示唆。

#08 英国、宇宙医薬品規制 規制発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
英国が宇宙製造医薬品の世界初の規制経路を公表、商
業生産を加速。

#09 SpaceX、宇宙AI/DC 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
SpaceXが宇宙AIデータセンターを模索、豊富な太陽
エネルギーと真空冷却で地上課題克服。

#10
arXiv、宇宙AIインフ
ラ

学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
arXiv論文が自由空間光通信でネットワーク化された
宇宙ベースAIインフラを提案。

#11
Varda、医薬品製造実
証

技術実証
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
Varda Space Industriesが抗HIV薬で微小重力結晶化
を実証、バイオ医薬品製造能力を確立。

#12
ElevationSpace、資金
調達

資金調達
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
日本のElevationSpaceがシリーズBで4,000万ドル調
達、再突入衛星開発を加速。

#13
NASA、核分裂炉宇宙
船

計画発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
NASAが2028年後半に初の核分裂炉搭載宇宙船を打ち
上げ、深宇宙推進と月面発電を実証。

#14
SpaceX「Starfall」製
造

新製品/サ
ービス

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

SpaceXの特殊カプセル「Starfall」が半導体・光ファ
イバー・医薬品の微小重力製造市場を創出。

#15
NASA、軟骨/消化器研
究

研究報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ISSクルーが軟骨再生と消化器系研究を推進、宇宙由
来の治療法開発に貢献。

#16
DNPとElevationSpace
提携

企業提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
大日本印刷とElevationSpaceが低軌道での材料試験・
回収サービス共同開発で提携。

#17 Axiom他、軌道上DC 業界動向
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
Axiom Space他が軌道上データセンター開発を推進、
2035年のクラウドコンピューティングを再定義。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#18
LambdaVision/Vast、
人工網膜

企業提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
LambdaVisionとVastが商業宇宙ステーションでタン
パク質ベース人工網膜の宇宙製造を推進。

#19
NASA、月面南極に基
地

計画発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
NASAが月面南極に人類初の恒久的月面基地「Moon
Base」建設を計画、火星探査の足がかりに。

#20 NASA、アルテミスIII 計画発表
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
NASAが2028年月面着陸に向けアルテミスIIIを来年
打ち上げ、商業月着陸機を地球軌道でテスト。

#21
ISSクルー、軟骨/材料
製造

研究報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ISSクルーが微小重力下での軟骨組織製造と先端材料
生産を推進。

#22
LMA、SpaceX低コス
ト

市場分析
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
SpaceXの低コスト打ち上げが宇宙での高付加価値製
造を経済的に実現可能にすると分析。

#23 SpaceX Starlink、AI 企業戦略
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
SpaceX Starlink網が宇宙ベースAIインフラでクラウ
ドコンピューティングを変革、遠隔地接続強化。

#24
Varda、3.29億ドル調
達

資金調達
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
Varda Space Industriesが3.29億ドル調達、無重力
製造プラットフォームで宇宙製造市場を牽引。

#25
オーバーン/NASA、電
子部品

技術実証
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
オーバーン大学とNASAが微小重力下での電子部品直
接製造プロセスを実証、宇宙探査の自律性向上。

#26 米国、月面原子力炉 政策発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

米国が中国・ロシアに対抗し2030年までに100kW級
月面原子力炉設置を目標、NASAがSR-1
Freedom打ち上げ。

#27
TechRadar、宇宙NW
エッジ

市場分析
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

TechRadarが宇宙が次なるネットワークエッジに進化
、軌道上処理で地球観測データのボトルネック解消と
分析。

#28
豊田合成、ElevationS
pace

企業提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
豊田合成がElevationSpaceに投資し宇宙技術分野へ多
角化、耐熱材料の小型衛星でペイロード回収目指す。

#29
ElevationSpace、DNP
/豊田

資金調達
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

●
ElevationSpaceがDNP・豊田合成の支援で4,000万ド
ル調達、衛星再突入技術で2029年ISS実証へ。

#30
Vast、微小重力研究拡
大

企業提携
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Vastが微小重力研究・製造ネットワークを大幅拡大、
Haven-1で幹細胞科学・再生医療を推進。

#31 中露、月面原子力発電 計画発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
中国とロシアが2036年までに月面に原子力発電プラ
ント建設を計画、恒久月面基地戦略。

#32 Vanderbilt、耐放射線 材料開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Vanderbilt大学がDARPA助成金で宇宙データセンター
向け耐放射線ワイドバンドギャップ電力デバイスを開
発。

#33
宇宙技術、地上製造革
新

業界動向
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
宇宙技術が地上の製造業に革新をもたらす、高性能複
合材料・耐熱合金・積層造形が牽引。

#34 宇宙光通信、SAR改善 技術実証
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
宇宙光通信技術がSARデータ伝送とAIデータセンター
の遅延を劇的に改善、多国籍企業が開発牽引。

#35
Premier
Graphene、宇宙

材料開発
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
Premier Grapheneがバイオマス由来グラフェンで宇
宙・航空宇宙向け高機能材料市場に参入。

#36
J.P.
Morgan、宇宙経済

市場予測
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

J.P. Morganが再利用ロケットと低軌道コストが宇宙
経済を拡大、宇宙ベース太陽光発電と防衛支出を推進
すると予測。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事



宇宙産業 Weekly Intelligence Report | 2026-06-27 | Page 3

今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 宇宙製造は自社のサプライチェーンに組み込めるか？
英国が宇宙製造医薬品の規制経路を公表し、Varda Space Industriesが抗HIV薬の微小重力結晶化を実証するなど、宇宙
での高付加価値製品製造が現実味を帯びています。貴社の製品や材料は、微小重力環境で品質や性能が向上する可能性を
秘めていないでしょうか？

❷ 宇宙AI/データセンターは既存のITインフラを陳腐化させるか？
SpaceXやAxiom Spaceが軌道上データセンター開発を推進し、arXivでは超高拡張性AIインフラが提案されています。地
上比8倍の発電量と真空冷却という優位性は、将来のAI・クラウドコンピューティングの設計前提を根本から変える可能
性があります。貴社のIT戦略は、この変化に対応できるでしょうか？

❸ 月面基地・深宇宙探査は、自社の材料・部品開発に新たな市場をもたらすか？
NASAの月面基地計画や核分裂炉搭載宇宙船の打ち上げ、中露の月面原子力発電プラント計画など、深宇宙探査の動きが
加速しています。極限環境に耐える耐放射線性材料、耐熱材料、電子部品の需要は爆発的に増加します。貴社のコア技術
は、この新たなフロンティアで競争力を発揮できるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

宇宙製造

宇宙AI/DC 月面基地/核

宇宙医療

日本宇宙SP技術スピンオフ

宇宙経済

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 宇宙製造 注意 高付加価値製品の生産 海外勢先行と規制対応

● 宇宙AI/DC 注意 新たな計算資源と市場 技術課題と国際競争

● 月面基地/核 注意 新たな探査・資源利用 国際競争と技術難度

● 宇宙医療 機会大 新薬・再生医療開発 高コスト・回収技術

● 日本宇宙SP 機会大 産業活性化と技術力 資金・人材確保

● 技術スピンオフ 機会大 地上産業の技術革新 応用コスト・市場開拓

● 宇宙経済 注意 新市場・ビジネス創出 産業構造の変化
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深掘り ① ― 宇宙ベースAIインフラの学術提案
#10 | 2026/06/18 | arXiv | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●○○

arXivで発表された論文は、多数の太陽電池駆動衛星を自由空間光通信（FSO ISL）でネットワーク化し、日の出-日の
入り同期軌道に配置する宇宙ベースの高性能AIインフラシステムを提案しています。これにより、地上比で大幅に向上
した「ほぼ連続的な電力供給」と「超低遅延」を実現し、地上のAIデータセンターが直面する電力・冷却の課題を克服
する可能性を秘めています。

このシステムは、大規模な衛星群の精密な軌道維持、放射線耐性のあるハードウェア設計、効率的な熱放散メカニズム
、そして経済的実現可能性といった技術的課題を伴います。しかし、地球観測データのリアルタイム解析や、宇宙探査
ミッションのためのオンボードインテリジェンスなど、次世代AIコンピューティングの新たなフロンティアを開く可能
性を秘めています。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】この提案は学術的ブレークスルーであり、宇宙AIインフラの究極形を示唆しています
。特に、日の出-日の入り同期軌道での連続電力供給とFSO ISLによる超低遅延ネットワークは、地上の
データセンターの電力・冷却問題を根本的に解決する可能性を秘めています。しかし、数万規模の衛星
群の精密な軌道制御、宇宙放射線に耐えるAIチップの量産、そして軌道上でのメンテナンス・アップグ
レードの実現は、現在の技術レベルでは極めて困難な課題です。提示された「8倍の発電量」は理論値
であり、実運用では効率低下が予想されます。日本企業にとっては、この分野での国際競争に乗り遅れ
ないよう、耐放射線半導体、光通信デバイス、精密軌道制御システムなどの基盤技術開発への投資が【
機会】となります。一方で、海外勢がこのインフラを先行して構築した場合、日本のIT産業はデータ処
理能力で【脅威】に直面するでしょう。R&D;部門は、この長期的なビジョンを理解し、関連技術のロー
ドマップを策定すべきです。

深掘り ② ― 英国が宇宙製造医薬品の規制経路を公表
#08 | 2026/06/25 | MedRegs | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●○○
日本関連度●●●●○

英国の医薬品医療製品規制庁（MHRA）と英国宇宙庁は、宇宙で製造された医薬品に対する世界初の規制経路を共同で
公表しました。これは、微小重力環境下での医薬品軌道上製造という新たな産業分野の確立に向けた重要な一歩となり
ます。ISSでの約500件のバイオファーマ実験から、微小重力がより良い薬物製剤や高純度なタンパク質結晶をもたら
す可能性が示されています。

この規制明確化により、製薬企業が宇宙での商業医薬品生産に安心して投資できる環境が整備され、宇宙製造産業の商
業化が加速されると期待されます。特に、地球上では困難な難溶性薬物の溶解度改善や、個別化治療のための高純度バ
イオ医薬品の開発に貢献する可能性があります。
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▶ 技術者の視点

【技術者の視点】英国が宇宙製造医薬品の規制経路を公表したことは、この分野の商業化に向けた極め
て重要なマイルストーンです。微小重力下でのタンパク質結晶化や薬物製剤の品質向上は、既に多くの
研究で示されており、その科学的妥当性は高いと言えます。しかし、軌道上での製造コスト、地球への
安全な回収、そして製造規模の拡大といった実用化に向けた課題は依然として大きく、規制が整備され
たからといってすぐに商業生産が加速するわけではありません。日本企業にとっては、この分野で先行
する海外企業（Varda Space Industriesなど）の動向を注視し、日本の規制当局も同様の枠組みを検討
するよう働きかけることが【機会】となります。特に、日本の製薬メーカーや材料メーカーは、微小重
力環境で高付加価値化できる自社製品の探索を急ぐべきです。一方で、海外勢が規制優位性を確立し、
市場を独占する可能性は【脅威】となり得ます。R&D;および経営企画部門は、国際的な規制動向を継続
的にモニタリングし、自社の宇宙製造戦略を早期に策定する必要があります。
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深掘り ③ ― 微小重力下での電子部品直接製造
#25 | 2026/06/25 | 3DPrint.com | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

オーバーン大学とNASAの研究チームは、宇宙空間で電子部品を直接製造できる新しい積層造形（AM）プロセスを実証
しました。この乾式・インク不要の印刷プロセスは、導電性の銀および銅構造を微小重力下で効率的に製造できること
を示しており、将来の宇宙ミッションにおけるオンデマンド修理やカスタマイズ製造の可能性を拓きます。

この技術は、宇宙船の修理に必要なスペアパーツや、特定の科学実験のためのカスタム電子回路などを、宇宙飛行士自
身が軌道上で製造できる道を開きます。これにより、地球からの高価で時間のかかる補給ミッションの必要性が減少し
、宇宙探査の自律性と持続可能性を飛躍的に向上させる潜在能力を秘めています。

▶ 技術者の視点

【技術者の視点】微小重力下での電子部品直接製造は、宇宙探査の自律性を劇的に高める画期的な技術
であり、学術論文で実証されたデータ信頼性は高いです。特に、乾式・インク不要のプロセスは、宇宙
環境での材料管理の複雑さを軽減する点で優れています。しかし、実用化には、製造される部品の信頼
性、放射線耐性、そして製造速度の向上が不可欠です。また、地球上で製造される部品と同等の性能を
宇宙で再現できるか、という課題も残ります。日本企業にとっては、この技術は宇宙用電子部品メーカ
ーや3Dプリンティング技術を持つ企業に大きな【機会】をもたらします。特に、高品質な金属粉末材料
や、微小重力対応のAM装置の開発は、新たな市場を創出するでしょう。一方で、この技術が普及すれば
、地球からの部品供給に依存する現在のサプライチェーンが【脅威】にさらされる可能性もあります。
R&D;部門は、このオンデマンド製造技術の動向を注視し、自社の製造技術や材料開発への応用可能性を
検討すべきです。

その他の注目記事
インターステラー、東北に新ロケット製造拠点設立 (Interstellar Technologies Inc.)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●○○ 日本関連度●●●●●

日本の民間宇宙輸送企業が大規模資金調達で新ロケット製造拠点を東北に設立。日本の宇宙産業の成長を牽引する動き
。

ElevationSpace、再突入衛星開発でシリーズB資金4,000万ドル調達 (Payload Space)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●○○ 日本関連度●●●●●

日本のElevationSpaceが再突入衛星開発で大型資金調達。軌道上研究・製造物の高頻度回収サービスに期待。

Varda Space Industriesが3.29億ドルを調達、宇宙製造市場を牽引 (Forge Global)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●●○

Vardaが巨額資金調達で微小重力製造プラットフォームを推進。医薬品、光ファイバー、半導体製造に注目。

Vanderbilt大学、耐放射線ワイドバンドギャップ電力デバイスを開発 (Vanderbilt University)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ 日本関連度●●●○○

宇宙データセンター向けに耐放射線SiC/GaN電力デバイスを開発。宇宙環境での電子機器信頼性向上に不可欠。

J.P. Morgan、再利用ロケットと低軌道コストが宇宙経済を拡大と予測 (J.P. Morgan)
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●● 日本関連度●●●○○

再利用ロケットによるコスト低下が宇宙経済を拡大し、宇宙太陽光発電や防衛支出を推進すると予測。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;/経営企画】英国の宇宙製造医薬品規制経路を調査し、自社製品の宇宙製造の可能性を検討開始。

• 【調達/R&D;】微小重力下での電子部品製造技術の動向を注視し、将来的な部品調達戦略への影響を評価。

• 【経営企画】日本の宇宙スタートアップ（ElevationSpace,
インターステラー）の動向を継続的にモニタリングし、提携・投資機会を探索。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/材料メーカー】ホウ素窒化物ベースの耐放射線性コーティングやグラフェンなど、宇宙環境向け新素材
開発のロードマップを再検討。

• 【半導体PKG/R&D;】宇宙データセンター向け耐放射線デバイスや冷却技術に関する情報収集を強化し、自社技
術の応用可能性を検討。

• 【EV設計/材料メーカー】宇宙技術からスピンオフした高性能複合材料や耐熱合金の地上応用事例を調査し、自
社製品への適用可能性を評価。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/R&D;】月面基地建設や深宇宙探査における核動力利用の動向を注視し、長期的な事業戦略への影響
を評価。

• 【R&D;/事業開発】宇宙ベースAIインフラの進化が、将来のクラウドコンピューティングやデータ処理に与え
る影響を分析し、新規事業機会を模索。

• 【調達/R&D;】宇宙製造された高付加価値材料（半導体、光ファイバー、医薬品）のサプライチェーン構築に向
けた情報収集と準備を開始。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-27
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収録記事一覧

#01 インターステラーテクノロジズ、SBIRプログラムから4,724万ドル確保し東北に新ロケット製造
拠点設立

#02 NASAアルテミス計画、2032年までの月面基地建設に向け2027年以降に複数ミッションを開始

#03 宇宙データセンター、地上比8倍の発電量と真空冷却でAI需要に対応する可能性

#04 Redwire、ISSでのがん治療薬と結晶形成に関する医薬品開発研究の軌道上運用を完了

#05 VCUとNASAがホウ素窒化物ベースの柔軟な耐放射線性コーティングを開発、アルテミス宇宙飛
行士を保護

#06 SpacePharma、ライフサイエンスと製造分野の微小重力研究を促進する自律型ラボプラットフ
ォームを稼働

#07 NASA、微小重力下で培養した幹細胞や癌治療薬を回収し、医療への画期的な応用を示唆

#08 英国、医薬品医療製品規制庁と宇宙庁が宇宙製造医薬品の初の規制経路を公表

#09 SpaceX、AIデータセンターの宇宙展開を模索：豊富な太陽エネルギーと真空冷却で地上課題を
克服

#10 arXivが提案：自由空間光通信でネットワーク化された宇宙ベースの超高拡張性AIインフラシス

テム

#11 Varda Space Industries、抗HIV薬リトナビルを用いた微小重力結晶化でバイオ医薬品製造能力
を実証

#12 ElevationSpace、再突入衛星開発でシリーズB資金4,000万ドルを調達、総額6,350万ドルに

#13 NASA、2028年後半に初の核分裂炉搭載宇宙船「Space Reactor-1 Freedom」を打ち上げ、深

宇宙推進と月面発電を実証

#14 SpaceXの特殊カプセル「Starfall」が半導体・光ファイバー・医薬品の微小重力製造市場を創出

#15 NASA国際宇宙ステーション、軟骨再生と消化器系研究で宇宙由来の治療法開発を推進

#16 大日本印刷とElevationSpaceが低軌道での材料試験・回収サービス共同開発で資本・業務提携を
締結

#17 Axiom Space、Starcloud、SpaceXが軌道上データセンター開発を推進し、2035年のクラウド

コンピューティングを再定義

#18 LambdaVisionとVast、商業宇宙ステーションでタンパク質ベース人工網膜の宇宙製造を推進す
る覚書を締結

#19 NASA、月面南極に人類初の恒久的月面基地「Moon Base」建設を計画、火星探査の足がかりに

#20 NASA、2028年の月面着陸に向けアルテミスIIIを来年打ち上げ、商業月着陸機を地球軌道でテス

ト



#21 ISS遠征74クルー、微小重力下での軟骨組織製造と先端材料生産を推進

#22 LMA Consulting Group: SpaceXの低コスト打ち上げが宇宙での高付加価値製造を経済的に実現
可能に

#23 SpaceX Starlink網がクラウドコンピューティングを変革：宇宙ベースAIインフラで遠隔地接続
とレジリエンス向上

#24 Varda Space Industriesが3.29億ドルを調達、無重力製造プラットフォームと再突入カプセル
で宇宙製造市場を牽引

#25 オーバーン大学とNASAが微小重力下での電子部品直接製造プロセスを実証

#26 アメリカ、中国・ロシアの計画に対抗し2030年までに100キロワット級月面原子力炉設置を目
標、2028年にはNASAがSR-1 Freedomを打ち上げ

#27 TechRadarが分析：宇宙が次なるネットワークエッジに進化、軌道上処理で地球観測データのボ
トルネック解消

#28 豊田合成、日本のElevationSpaceに投資し宇宙技術分野へ多角化、耐熱材料の小型衛星でペイロ
ード高頻度回収を目指す

#29 ElevationSpaceがDNP・豊田合成の支援で4,000万ドル調達、衛星再突入技術で2029年ISS実証
へ

#30 Vastが微小重力研究・製造ネットワークを大幅拡大、Haven-1で幹細胞科学・再生医療・バイオ
プリンティングを推進

#31 中国とロシア、2036年までに月面に原子力発電プラント建設を計画：米国Artemis計画と異なる

恒久月面基地戦略

#32 Vanderbilt大学、DARPA助成金で宇宙データセンター向け耐放射線ワイドバンドギャップ電力デ
バイスを開発

#33 宇宙技術が地上の製造業に革新をもたらす：高性能複合材料・耐熱合金・積層造形が牽引

#34 宇宙における光通信技術がSARデータ伝送とAIデータセンターの遅延を劇的に改善：多国籍企業

が開発を牽引

#35 Premier Graphene、バイオマス原料から生成するグラフェンで、宇宙・航空宇宙用途向け高機
能材料市場に参入

#36 J.P. Morgan、再利用ロケットと低軌道コストが宇宙経済を拡大、宇宙ベース太陽光発電と防衛
支出を推進すると予測



#01 インターステラーテクノロジズ、SBIRプログラムか
ら4,724万ドル確保し東北に新ロケット製造拠点設立

001_インターステラーテクノロジズ、SBIRプログラムから4,724万ドル確保し東北に新ロケッ
ト製造拠点設

概要

日本の民間宇宙輸送企業インターステラーテクノロジズは、日本SBIRプログラムから

4,724万ドルを獲得し、JAXA宇宙戦略基金プログラムのステージゲートを突破しまし
た。これに加え、シリーズFラウンドで201億円（約1億2,970万ドル）を調達し、新型
ロケット「ZERO」の製造能力強化のため東北に新拠点を設立します。この大規模な資

金調達と事業拡大は、日本の宇宙スタートアップエコシステムの成熟と、民間主導に
よる宇宙開発の加速を明確に示しています。同社は、低コストで高頻度な宇宙輸送サ

ービス提供を目指しており、今回の動きはその目標達成に向けた重要なマイルストー
ンとなります。

公開日 2026年06月18日  Interstellar Technologies Inc.  日本



詳細

主要成果

日本の民間宇宙輸送企業であるインターステラーテクノロジズは、日本政府のSBIRプロ
グラムから4,724万ドルという多額の資金を獲得し、さらにJAXA宇宙戦略基金プログラ
ムのステージゲートを成功裏に通過しました。同時に、同社はシリーズFラウンドで201

億円（約1億2,970万ドル）の資金調達を完了し、これにより新型ロケット「ZERO」の
製造能力を大幅に強化するため、東北地方に新たな製造拠点を設立することを発表しま
した。

技術・事業詳細

SBIR（Small Business Innovation Research）プログラムは、革新的な技術を持つ中小企
業を支援する政府プログラムであり、インターステラーテクノロジズの技術的優位性と
将来性が高く評価されたことを示しています。JAXA宇宙戦略基金プログラムのステージ
ゲート通過は、同社のロケット開発が国の戦略的目標と合致し、技術的・事業的実現可
能性が検証されたことを意味します。

「ZERO」ロケットは、インターステラーテクノロジズが開発を進める中核的な製品で
あり、低コストで信頼性の高い小型衛星打ち上げサービスを提供することを目指してい
ます。今回の資金調達と新拠点設立は、この「ZERO」ロケットの量産体制を確立し、
将来的な打ち上げ需要に応えるための基盤を築くものです。東北の新工場は、製造プロ
セスを効率化し、打ち上げコストをさらに削減するための重要な役割を担うと期待され
ます。

背景・業界文脈

近年、小型衛星市場の拡大に伴い、低コストで柔軟な打ち上げサービスへの需要が高ま
っています。インターステラーテクノロジズは、この市場のニーズに応えるべく、独自
の技術開発と事業戦略を展開してきました。今回の発表は、日本の宇宙産業における民
間企業の存在感が着実に増しており、政府機関との連携を通じてその成長が加速してい
る現状を浮き彫りにしています。

世界の宇宙産業では、SpaceXのような民間企業が革新を牽引しており、日本もこれに追
随する形でスタートアップ企業への支援を強化しています。インターステラーテクノロ
ジズの取り組みは、日本の宇宙産業が国際競争力を高め、将来的に世界の宇宙輸送市場
で重要な役割を果たすための重要な一歩となります。



今後の展望

インターステラーテクノロジズは、今回の資金と新製造拠点の活用により、「ZERO」
ロケットの開発と量産を加速させ、商業打ち上げサービスの提供開始を目指します。こ
れにより、日本の宇宙スタートアップが国際的な宇宙市場で存在感を示し、新たな宇宙
利用ビジネスの創出に貢献することが期待されます。同社の今後の打ち上げ実績と、低
コスト・高頻度な輸送サービスの実現が、宇宙産業全体の発展に寄与するでしょう。

元記事: https://www.istellartech.com/en

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.istellartech.com/en


#02 NASAアルテミス計画、2032年までの月面基地建設に
向け2027年以降に複数ミッションを開始

002_NASAアルテミス計画、2032年までの月面基地建設に向け2027年以降に複数ミッションを
開始

概要

NASAのアルテミス計画は、2032年までに月面基地を建設するという野心的な目標を

掲げ、その実現に向けた詳細なロードマップを発表しました。2027年にはアルテミス
III、2028年にはアルテミスIVミッションが予定されており、これらを通じて月面着陸
と持続的な月面探査能力を確立します。計画には、ロボットによる月面候補地の調査

や物資輸送、月面での生活・運用スキル習得のための無人ミッションが複数含まれて
います。官民連携と国際協力を基盤として、アルテミス計画は深宇宙探査への足がか

りとなる人類初の月面前哨基地の設立を目指しています。

公開日 2026年06月18日  ShareAmerica  アメリカ



詳細

主要成果

NASAのアルテミス計画は、2032年までに月面基地を建設するという壮大なビジョンを
実現するため、一連のミッションを詳細に計画しています。主要なステップとして、
2027年にアルテミスIII、2028年にアルテミスIVが打ち上げられ、月面着陸と持続的な月
面プレゼンスの確立を目指します。これにより、深宇宙探査に向けた人類初の月面前哨
基地の設立が現実のものとなります。

技術・臨床詳細

アルテミス計画は、段階的なアプローチを採用し、初期の無人ミッションで重要な技術
検証と環境調査を行います。これには、月面基地候補地の詳細なマッピングと、建設に
必要な物資輸送能力の実証が含まれます。月面での長期滞在を可能にするため、ロボッ
ト宇宙船による自律的な運用や、宇宙飛行士が月面で生活・作業する上で必要なスキル
を習得するためのシミュレーションミッションが複数実施される予定です。また、月面
での水資源やヘリウム3などの資源探査も重要な要素となります。核分裂炉を用いた月
面発電システムの開発も進められており、長期的なエネルギー供給の安定化を目指しま
す。

背景・業界文脈

アルテミス計画は、単なる月面着陸の再現に留まらず、月を将来の火星探査の足がかり
とするためのインフラ構築を目指しています。この計画は、米国の宇宙開発におけるリ
ーダーシップを再確立し、官民連携および国際協力を最大限に活用することで推進され
ています。ボーイング、ロッキード・マーティン、スペースXといった民間企業が主要
な役割を担い、各国の宇宙機関も参加することで、技術的専門知識と資源が結集されて
います。特に、中国とロシアが2036年までに月面に原子力発電所を建設する計画を発表
したことで、国際的な宇宙開発競争が加速しており、アルテミス計画の戦略的意義は一
層高まっています。



今後の展望

アルテミス計画は、月面での持続的な人間の存在を可能にし、新たな科学的発見と経済
的機会を創出することを目指しています。月面基地の建設は、基礎科学研究、資源採
掘、そして最終的には人類の火星への移住に向けた重要なステップとなります。技術的
な課題は依然として存在しますが、宇宙機関と民間企業の協力体制が強化されること
で、これらの課題は克服され、宇宙産業全体の成長を牽引する可能性を秘めています。
月を足がかりとした深宇宙探査は、人類の未来を大きく変える可能性を秘めています。

元記事: https://share.america.gov/what-lies-ahead-for-artemis-and-moon/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://share.america.gov/what-lies-ahead-for-artemis-and-moon/


#03 宇宙データセンター、地上比8倍の発電量と真空冷却
でAI需要に対応する可能性

003_宇宙データセンター、地上比8倍の発電量と真空冷却でAI需要に対応する可能性

概要

宇宙データセンターは、低遅延アプリケーションをサポートし、AIインフラの爆発的
な需要に対応する画期的な解決策として注目されています。軌道上では、豊富な太陽
エネルギーを利用でき、地上と比較して最大8倍の発電量が得られると推定されていま

す。さらに、宇宙の真空環境は無限のヒートシンクとして機能し、地上のような大規
模な冷却タワーが不要になるため、運用効率が大幅に向上する可能性があります。し
かし、宇宙放射線による電子機器の損傷、極端な温度変化、宇宙デブリ、そして複雑

なメンテナンスといった課題が、その実現に向けた主要な障壁となっています。

公開日 2026年06月18日  IEEE Computer Society  アメリカ



詳細

主要成果

宇宙データセンターは、AIや高帯域幅アプリケーションの需要に応える画期的なインフ
ラとして、その可能性が急速に高まっています。軌道上では、太陽エネルギーの利用効
率が地上と比較して最大8倍に向上し、宇宙の真空が無限のヒートシンクとして機能す
るため、従来の冷却タワーが不要になるという圧倒的な利点があります。この特性によ
り、データセンターのエネルギー効率と運用コストの最適化が期待されています。

技術・臨床詳細

宇宙データセンターの実現には、いくつかの重要な技術的課題を克服する必要がありま
す。まず、宇宙の過酷な環境、特に高レベルの放射線は電子機器に深刻な損傷を与える
ため、放射線耐性のあるハードウェア設計と保護対策が不可欠です。次に、冷却システ
ムは、真空環境を利用した受動的冷却と、能動的な熱管理技術（階層型熱制御アーキテ
クチャ、PCM蓄熱、AIインテリジェント制御など）を組み合わせる必要があります。さ
らに、低遅延の通信を実現するためには、光インターサテライトリンク（FSO ISL）な
どの先進的な通信技術が極めて重要であり、これが地球上のデータセンターネットワー
クとのシームレスな統合を可能にします。NVIDIA H100 GPUのような高性能AIチップを
軌道上で運用するには、これらの課題を高度なレベルで解決する必要があります。

背景・業界文脈

地上のデータセンターは、増大する電力消費、熱放散、土地利用という限界に直面して
います。AIの急速な発展は、この課題をさらに加速させており、新たなコンピューティ
ングインフラの場所が求められています。宇宙空間は、クリーンなエネルギー源、自然
な冷却環境、そして物理的なセキュリティという点で、これらの地上課題に対する潜在
的な解決策を提供します。Axiom SpaceやStarcloud、SpaceX（Starlink）といった企業
は、すでに軌道上コンピューティングインフラの構想を進めており、地球観測データの
オンボード処理や、リモート地域へのAIサービス拡張など、初期の応用が期待されてい
ます。



今後の展望

宇宙データセンターは、クラウドコンピューティングとAIの未来を根本的に変革する可
能性を秘めています。技術的な成熟が進み、打ち上げコストが低下することで、軌道上
データセンターは経済的に実行可能なソリューションとなり得ます。将来的には、地球
観測データのリアルタイム処理、軍事・情報データのセキュアな処理、さらには遠隔地
や災害時における通信レジリエンスの向上に貢献することが期待されます。放射線耐性
のあるデバイス開発や、大規模な衛星群の近接飛行維持といった課題が解決されれば、
宇宙は次世代のAIインフラのフロンティアとなるでしょう。

元記事: https://www.computer.org/csdl/magazine/co/2026/06/11540007/2gT4OZL8NvG

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.computer.org/csdl/magazine/co/2026/06/11540007/2gT4OZL8NvG


#04 Redwire、ISSでのがん治療薬と結晶形成に関する医
薬品開発研究の軌道上運用を完了

004_Redwire、ISSでのがん治療薬と結晶形成に関する医薬品開発研究の軌道上運用を完了

概要

宇宙インフラ企業のRedwireは、国際宇宙ステーション（ISS）において実施されてい
た最新の医薬品開発研究の軌道上運用を無事完了しました。この研究には4つの主要な
調査が含まれ、特にがん治療薬の進展と微小重力環境下での薬物製造改善を目指した

結晶形成分析に焦点を当てています。これらの画期的な取り組みは、Aspera

Biomedicines、Bristol Myers Squibb、Rowan University、Purdue Universityとの戦略的
提携の下で行われました。微小重力が結晶の均一性や純度を向上させる可能性があ

り、地球上では実現が難しい高品位な医薬品製造への道を開くことが期待されます。

公開日 2026年06月18日  Redwire  アメリカ



詳細

主要成果

宇宙インフラおよび宇宙製造をリードするRedwireは、国際宇宙ステーション（ISS）で
の最新の医薬品開発研究に関する軌道上運用を完了したと発表しました。この一連のミ
ッションは、微小重力環境を利用して、がん治療薬の開発を推進し、薬物の結晶形成プ
ロセスを改善することに焦点を当てています。これらの研究は、医薬品製造における品
質と効率を地球上では達成できないレベルで向上させる可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

実施された4つの主要な研究は、それぞれ異なる医薬品開発の側面に貢献しています。
具体的には、Aspera Biomedicines、Bristol Myers Squibb、Rowan University、Purdue

Universityといった著名なパートナーとの共同研究を通じて、微小重力がタンパク質結
晶の成長、薬物の溶解度、および製剤の安定性に与える影響が詳細に調査されました。
微小重力環境は対流や沈降効果がないため、より大きく、より均一で、構造的に完璧な
結晶を形成するのに理想的です。これにより、薬物の有効性を高め、副作用を減らす新
たな治療薬の設計が可能になります。特に、がん治療薬の研究では、薬物分子の配置を
最適化し、より標的特異的な作用を持つ薬剤の開発を目指しています。

背景・業界文脈

微小重力環境での医薬品開発は、地球上の限界を超える新たなフロンティアとして、製
薬業界から大きな注目を集めています。過去500件近くのISSでのバイオファーマ実験か
ら、微小重力が優れた薬物製剤、均一で高純度なタンパク質結晶、そして高度な個別化
治療の可能性をもたらすことが示されています。Redwireの今回の運用完了は、このよ
うな宇宙ベースの製造能力が、研究段階から実用段階へと移行しつつあることを明確に
示しています。これは、製薬企業の新しいパイプライン開発と、より安全で効果的な治
療法の提供に寄与するものです。



今後の展望

Redwireが達成した今回の軌道上運用は、宇宙における商業的な医薬品製造の実現に向
けた重要な一歩となります。微小重力結晶化技術がさらに進化すれば、地球上では困難
だった難溶性薬物の溶解度改善や、結晶性の高い新規医薬品の開発が可能になり、最終
的には患者へのより良い治療アウトカムにつながるでしょう。英国が宇宙で製造された
医薬品の規制経路を初めて公表したことからも、この分野の国際的な規制枠組みの整備
が進むにつれて、宇宙での医薬品製造は、医薬品産業のサプライチェーンに不可欠な要
素となることが期待されます。

元記事: https://rdw.com/newsroom/redwire-completes-on-orbit-operations-for-cancer-therapeutic-and-

other-pharmaceutical-investigations/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://rdw.com/newsroom/redwire-completes-on-orbit-operations-for-cancer-therapeutic-and-other-pharmaceutical-investigations/
https://rdw.com/newsroom/redwire-completes-on-orbit-operations-for-cancer-therapeutic-and-other-pharmaceutical-investigations/


#05 VCUとNASAがホウ素窒化物ベースの柔軟な耐放射線
性コーティングを開発、アルテミス宇宙飛行士を保護

005_VCUとNASAがホウ素窒化物ベースの柔軟な耐放射線性コーティングを開発、アルテミス
宇宙飛行士を保護

概要

バージニアコモンウェルス大学（VCU）のエンジニアArvind Agarwal氏とNASAの共同

研究チームは、将来のアルテミス計画の宇宙飛行士を宇宙放射線から保護するための
革新的な耐放射線性コーティングを開発しました。この新素材は、ホウ素窒化物を主
成分とし、柔軟性と耐久性を兼ね備えているため、宇宙船の船体と宇宙服の両方に適

用可能です。ホウ素窒化物の優れた中性子放射線吸収能力と固体潤滑特性は、宇宙の
過酷な環境における放射線被ばく量を大幅に低減し、宇宙デブリからの物理的衝撃か

らも宇宙飛行士を守る上で極めて重要です。

公開日 2026年06月18日  VCU News - Virginia Commonwealth University  アメリカ



詳細

主要成果

バージニアコモンウェルス大学（VCU）のArvind Agarwal教授率いるエンジニアチーム
は、NASAとの共同研究により、アルテミス計画の宇宙飛行士を宇宙の過酷な放射線環
境から保護するための画期的な耐放射線性コーティングを開発しました。この柔軟で耐
久性のある新素材は、ホウ素窒化物を主成分とし、宇宙船の外壁と宇宙服の両方に適用
できる二つの重要な用途があります。このコーティングは、宇宙飛行士の安全性を劇的
に向上させ、深宇宙探査の可能性を広げるものです。

技術・臨床詳細

開発されたコーティング材料は、ホウ素窒化物（Boron Nitride）のユニークな特性を最
大限に活用しています。ホウ素窒化物は、特に中性子放射線粒子を効率的に吸収する能
力に優れており、これは宇宙線や太陽フレアから発生する有害な放射線から宇宙飛行士
を保護する上で極めて重要です。さらに、この材料は優れた固体潤滑剤としても機能す
るため、小さな宇宙デブリや微小隕石の衝突による損傷から宇宙船や宇宙服を保護する
能力も持っています。コーティングの柔軟性により、宇宙服の動きを妨げず、船体の熱
膨張・収縮にも対応できるため、長期的な信頼性が確保されます。研究チームは、材料
の組成と層構造を最適化することで、放射線遮蔽効果と機械的強度のバランスを高めま
した。

背景・業界文脈

月や火星への有人探査ミッションでは、地球の磁気圏外に出るため、宇宙飛行士は高エ
ネルギーの放射線に直接晒されることになります。これは、がん、急性放射線症候群、
中枢神経系への損傷など、深刻な健康リスクを引き起こす可能性があります。従来の放
射線シールドは重く、宇宙船のペイロード能力を制限する要因となっていました。VCU

とNASAの共同開発は、このような課題に対する軽量かつ効果的な解決策を提供し、ア
ルテミス計画が目指す長期滞在ミッションの実現可能性を高めます。同様に、
Vanderbilt大学の研究者も放射線耐性デバイスの開発に取り組んでおり、宇宙における
放射線対策は、有人宇宙探査の最優先課題の一つとなっています。



今後の展望

このホウ素窒化物ベースの耐放射線性コーティングは、アルテミス計画だけでなく、将
来の火星有人探査や長期宇宙ステーションでの利用にも大きな影響を与えるでしょう。
放射線遮蔽能力の向上は、宇宙飛行士の健康リスクを軽減し、ミッション期間の延長を
可能にします。また、この技術は、宇宙空間での電子機器の保護や、月面基地の建設材
料としての応用も期待されます。柔軟で耐久性のあるこのコーティングは、宇宙環境に
おける様々な課題を解決する鍵となり、人類の宇宙進出を加速させる重要なブレークス
ルーとなるでしょう。

元記事: https://news.vcu.edu/article/radiation-resistant-coating-developed-by-vcu-engineer-will-

protect-future-artemis-astronauts

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.vcu.edu/article/radiation-resistant-coating-developed-by-vcu-engineer-will-protect-future-artemis-astronauts
https://news.vcu.edu/article/radiation-resistant-coating-developed-by-vcu-engineer-will-protect-future-artemis-astronauts


#06 SpacePharma、ライフサイエンスと製造分野の微小
重力研究を促進する自律型ラボプラットフォームを稼働

006_SpacePharma、ライフサイエンスと製造分野の微小重力研究を促進する自律型ラボプラッ
トフォーム

概要

スイス・イスラエルの宇宙バイオテクノロジー企業SpacePharmaは、国際宇宙ステー

ション（ISS）やナノサテライト、その他の宇宙プラットフォーム上で稼働する自律型
ラボ技術を展開しました。同社の小型ラボ・オン・チッププラットフォーム、軌道上
ラボシステム、および流体管理技術は、微小重力環境下での研究および製造を可能に

します。これにより、ライフサイエンス、バイオテクノロジー、先端材料研究、次世
代宇宙製造といった幅広い分野で、費用対効果の高い微小重力アクセスが実現され、

地球上では困難な画期的な発見や製品開発が加速されると期待されています。

公開日 2026年06月18日  SatNow  スイス



詳細

主要成果

スイスとイスラエルを拠点とする宇宙バイオテクノロジー企業SpacePharmaは、微小重
力下での研究と製造を可能にする自律型ラボ技術を開発し、これを国際宇宙ステーショ
ン（ISS）、ナノサテライト、およびその他の宇宙プラットフォームに展開しました。
同社の小型ラボ・オン・チッププラットフォームと軌道上ラボシステムは、ライフサイ
エンス、バイオテクノロジー、先端材料研究、次世代宇宙製造などの分野で、費用対効
果の高い微小重力アクセスを提供し、画期的な発見や製品開発を加速させることが期待
されます。

技術・臨床詳細

SpacePharmaの核心技術は、高度に自動化された「ラボ・オン・チップ」システムにあ
ります。このシステムは、液体サンプル管理、温度制御、光学分析、データ取得といっ
た複雑な実験プロセスを、最小限の人的介入で宇宙空間で自律的に実行できます。これ
により、地球上では対流や沈降の影響で均一な結晶成長や細胞培養が困難な状況でも、
微小重力環境の利点を最大限に活用し、より高純度で構造的に完璧な材料や生物学的サ
ンプルを生成することが可能になります。例えば、タンパク質結晶化では、より大きく
高品質な結晶が得られ、新たな医薬品開発に貢献します。流体管理技術は、微小重力下
での液体サンプルの正確な分注と混合を保証し、実験の再現性と信頼性を高めます。

背景・業界文脈

宇宙での科学研究と製造は、長らく高コストと複雑な物流が障壁となっていましたが、
SpacePharmaのような企業は、小型化、自律化、そして頻繁な打ち上げ機会の増加によ
り、これらの課題を克服しつつあります。特に医薬品、バイオテクノロジー、先端材料
の分野では、微小重力環境がもたらす独自の物理的・化学的特性が、地球上では不可能
なブレークスルーを生み出すと期待されています。RedwireやVarda Space Industriesな
ど、他の宇宙製造企業も同様のビジョンを追求しており、SpacePharmaの技術は、この
成長市場において、特に研究フェーズでのアクセスを民主化する役割を担います。



今後の展望

SpacePharmaの自律型ラボ技術は、宇宙研究の費用対効果を劇的に改善し、より多くの
研究者や企業が微小重力環境にアクセスできるようになるでしょう。これにより、ライ
フサイエンス分野では、がん治療薬や再生医療、幹細胞研究の新たなアプローチが開発
される可能性があります。また、先端材料分野では、高純度半導体や光ファイバー、新
規合金の開発が加速されます。将来的には、これらの宇宙で製造された製品が、地球上
の産業に新たな価値をもたらし、宇宙経済の拡大に不可欠な要素となることが期待され
ます。自律システムの進化は、より複雑で長期的な宇宙ミッションでの科学探査を可能
にする鍵となります。

元記事: https://www.satnow.com/news/details/5377-spacepharma-launches-autonomous-microgravity-

platforms-for-space-research

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.satnow.com/news/details/5377-spacepharma-launches-autonomous-microgravity-platforms-for-space-research
https://www.satnow.com/news/details/5377-spacepharma-launches-autonomous-microgravity-platforms-for-space-research


#07 NASA、微小重力下で培養した幹細胞や癌治療薬を回
収し、医療への画期的な応用を示唆

007_NASA、微小重力下で培養した幹細胞や癌治療薬を回収し、医療への画期的な応用を示唆

概要

NASAは、微小重力環境下で培養された幹細胞や、軌道上で組み立てられたがん治療
薬、肺炎菌に感染した心臓組織など、画期的な科学サンプルと研究データを国際宇宙
ステーション（ISS）から回収しました。微小重力環境が生物学的プロセスを保存・強

化し、幹細胞の成長やがん治療の有効性を高めることが示されています。これらの発
見は、がんや加齢性疾患の治療法を劇的に改善する可能性を秘めており、ISSが強力な
医療研究プラットフォームとして機能することを明確に実証しました。特に軟骨の精

密なプリントの可能性も示されています。

公開日 2026年06月18日  YouTube (SpaceVrse)  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは最近、国際宇宙ステーション（ISS）からの帰還ミッションで、微小重力環境で
培養された幹細胞、軌道上で組み立てられたがん治療薬、そして肺炎菌に感染した心臓
組織といった、これまでにない画期的な生物学的サンプルと研究データを回収しまし
た。これらのサンプルは、微小重力が生物学的プロセスを促進・強化する能力があるこ
とを示しており、地球上の医療に革命をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

微小重力環境では、地球上に見られる対流や沈降の物理的な力が存在しないため、細胞
の成長や結晶の形成が根本的に異なります。回収された幹細胞は、地球上よりも均一
に、そして高密度に増殖することが確認され、再生医療への応用が期待されています。
がん治療薬の軌道上での組み立ては、より純粋で、欠陥の少ない結晶構造を持つ薬物を
生成できることを示唆しており、これにより薬効の向上や副作用の低減が可能になるか
もしれません。さらに、肺炎菌に感染した心臓組織の研究は、病原体の感染メカニズム
や薬物耐性について、地球上では得られない新たな洞察を提供し、感染症治療の発展に
貢献する可能性があります。軟骨の精密な3Dプリントの成功も報告されており、関節炎
やスポーツ傷害の新しい治療法、さらには宇宙飛行士の長期ミッションにおける健康維
持技術への応用が期待されます。

背景・業界文脈

国際宇宙ステーションは、微小重力というユニークな研究環境を提供することで、過去
数十年にわたり生命科学や材料科学の分野で数々の画期的な発見をもたらしてきまし
た。医薬品開発、再生医療、バイオテクノロジーの分野では、微小重力環境がタンパク
質結晶化、細胞培養、組織工学において地球上では達成困難な高純度・高効率のプロセ
スを可能にすることが繰り返し実証されています。RedwireやVarda Space Industriesな
どの企業も、この宇宙の恩恵を活用した商業的製造に積極的に取り組んでおり、NASA

の今回の成果は、この宇宙製造産業の成長をさらに後押しするものです。



今後の展望

今回のNASAの回収サンプルから得られた知見は、がん、神経変性疾患、加齢性疾患、
感染症といった地球上の様々な疾患に対する新たな治療法の開発に直結する可能性があ
ります。微小重力下で強化された幹細胞や、より効率的に製造された医薬品は、個別化
医療の進展にも寄与するでしょう。ISSのような軌道上ラボが提供する継続的な研究機
会は、今後も宇宙影響医療（space-designed health treatments）の発展を加速させ、人
類の健康と福祉に計り知れない利益をもたらすことが期待されます。宇宙は、単なる探
査のフロンティアではなく、医療イノベーションの最前線となりつつあります。

元記事: https://www.youtube.com/shorts/PD-DZpMfKEo

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.youtube.com/shorts/PD-DZpMfKEo


#08 英国、医薬品医療製品規制庁と宇宙庁が宇宙製造医薬
品の初の規制経路を公表

008_英国、医薬品医療製品規制庁と宇宙庁が宇宙製造医薬品の初の規制経路を公表

概要

英国の医薬品医療製品規制庁（MHRA）と英国宇宙庁は、宇宙で製造された医薬品に
対する世界初の規制経路を共同で公表しました。この画期的な発表は、微小重力環境
下での医薬品軌道上製造という新たな産業分野の確立に向けた重要な一歩となりま

す。過去約500件の国際宇宙ステーション（ISS）でのバイオファーマ実験から、微小
重力がより良い薬物製剤、より均一で純粋なタンパク質結晶、そして高度な個別化治
療の可能性をもたらすことが示されており、この規制明確化により、宇宙での商業医

薬品生産が加速されることが期待されます。

公開日 2026年06月25日  MedRegs  イギリス



詳細

主要成果

英国の医薬品医療製品規制庁（MHRA）と英国宇宙庁は、微小重力環境で製造された医
薬品に対する世界初の規制経路を共同で発表しました。この規制枠組みの公表は、宇宙
空間での医薬品製造という新たなフロンティアを開拓する上で極めて重要なマイルスト
ーンであり、この革新的な産業の商業化を加速させるための明確なガイドラインを提供
します。

技術・臨床詳細

微小重力環境は、地球上では克服困難な特定の物理的制約を取り除きます。例えば、対
流や沈降効果がないため、タンパク質や薬物分子はより大きく、より均一で、より構造
的に完璧な結晶を形成できます。これにより、地球上では安定化が難しい薬物製剤の改
善や、薬効を高める可能性のある高純度な有効成分の製造が可能になります。国際宇宙
ステーション（ISS）で実施された約500件のバイオファーマ実験は、この微小重力の利
点を実証しており、特に個別化治療のための高度な薬物開発に応用できることが示唆さ
れています。今回の規制経路は、これらの宇宙製造プロセスの品質、安全性、有効性を
評価するための明確な基準を設定し、製薬企業が安心して宇宙での生産に投資できる環
境を整備します。

背景・業界文脈

宇宙製造は、半導体、光ファイバー、そして特に医薬品分野において、その独自の利点
が注目されています。Varda Space Industriesなどの企業が微小重力結晶化をバイオファ
ーマ生産能力として位置づけ、大規模な資金調達を行っていることからも、この分野の
商業的潜在力は明らかです。英国が規制経路を明確にしたことは、国際的な競争におい
て主導的な役割を果たすことを目指すものであり、将来的に宇宙製造された医薬品が地
球の市場に導入される際の障壁を取り除きます。これは、医薬品開発のサプライチェー
ン全体に革新をもたらし、より高度な治療法の患者への提供を可能にするでしょう。



今後の展望

英国による宇宙製造医薬品の規制経路の確立は、国際的な規制機関にとってのモデルケ
ースとなり、他の国々も追随する可能性があります。これにより、宇宙空間での医薬品
製造が、研究段階から本格的な商業生産段階へと移行する速度が加速されると予測され
ます。製薬企業は、微小重力という特殊環境を活用して、希少疾患治療薬、個別化免疫
療法、高純度バイオ医薬品など、地球上では困難だった製品を開発できるようになりま
す。最終的には、この動きが医薬品コストの削減、新薬開発期間の短縮、そして治療ア
ウトカムの向上に貢献し、宇宙産業が地球の医療システムに直接的な利益をもたらす新
たな時代を切り開くことになるでしょう。

元記事: https://medregs.blog.gov.uk/2026/06/25/the-next-frontier-unlocking-in-orbit-manufacturing-

of-medicines/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://medregs.blog.gov.uk/2026/06/25/the-next-frontier-unlocking-in-orbit-manufacturing-of-medicines/
https://medregs.blog.gov.uk/2026/06/25/the-next-frontier-unlocking-in-orbit-manufacturing-of-medicines/


#09 SpaceX、AIデータセンターの宇宙展開を模索：豊富
な太陽エネルギーと真空冷却で地上課題を克服

009_SpaceX、AIデータセンターの宇宙展開を模索：豊富な太陽エネルギーと真空冷却で地上
課題を克服

概要

AIの需要が爆発的に増加する中、SpaceXなどの企業は、宇宙空間にデータセンターを

建設するという画期的な構想を推進しています。軌道上の施設は、地上の約8倍に及ぶ
豊富な太陽エネルギーをほぼ連続的に利用でき、また、宇宙の真空が自然なヒートシ
ンクとなるため、地上データセンターの主要課題である冷却問題が大幅に軽減される

可能性があります。しかし、宇宙放射線による電子機器の損傷、厳しい冷却要件、メ
ンテナンスの難しさ、そして宇宙デブリといった重大な課題を克服する必要がありま

す。初期の応用としては、低遅延に敏感ではない地球観測データの処理や軍事・情報
データの処理が有力視されています。

公開日 2026年06月19日  ScienceDaily (The Conversation 提供)  アメリカ



詳細

主要成果

AIインフラへの需要が地球上で急増する中、SpaceXをはじめとする企業は、宇宙空間に
データセンターを建設するという革新的なアプローチを積極的に模索しています。この
構想は、軌道上のデータセンターが、地上と比較して最大8倍の効率で太陽エネルギー
を利用できるという利点と、宇宙の真空が提供する「無限のヒートシンク」を活用する
ことで、地上のデータセンターが直面する電力と冷却のボトルネックを解消する可能性
を秘めている点で注目されています。

技術・臨床詳細

宇宙データセンターは、複数の太陽電池駆動衛星が自由空間光通信（FSO ISL）を介し
てネットワーク化されたML（機械学習）データセンターとして構想されています。特
に、日の出-日の入り同期軌道に配置することで、ほぼ連続的な電力供給と低遅延通信
を実現し、打ち上げコストを低く抑えることができます。しかし、この実現にはいくつ
かの重要な技術的課題があります。まず、宇宙の過酷な放射線環境は電子機器に深刻な
損傷を与えるため、放射線耐性のあるデバイス（例えば、Vanderbilt大学の研究者が開
発しているワイドバンドギャップベースの電力デバイスなど）が不可欠です。次に、効
率的な熱放散のためには、階層型熱制御アーキテクチャやPCM（相変化材料）蓄熱、AI

によるインテリジェント制御などの先進技術が求められます。さらに、数万に及ぶ衛星
群の精密な近接飛行維持や、宇宙デブリからの保護、そして軌道上でのメンテナンスと
アップグレードの実現も大きな課題となります。

背景・業界文脈

地上のデータセンターは、電力消費の増大、冷却インフラの必要性、広大な設置面積と
いった課題に直面しており、AIやクラウドコンピューティングの拡大に伴い、これらの
圧力は増す一方です。宇宙空間は、これらの地上制約に対する潜在的な解決策として浮
上しています。SpaceXのStarlinkネットワークのようなメガコンステレーションの展開
は、宇宙ベースのインフラ構築の技術的および経済的実現可能性を示しています。
Axiom SpaceやStarcloudといった企業も軌道上コンピューティングインフラの開発を進
めており、AI関連コンピューティングやグローバルデータ移動のサポートを目指してい
ます。



今後の展望

宇宙ベースのAIインフラは、クラウドコンピューティングを根本的に変革し、遠隔地へ
のサービス拡張、通信のレジリエンス向上、そしてグローバルなデータ処理能力の再定
義をもたらす可能性を秘めています。初期の最も実現可能な応用としては、地球観測デ
ータのリアルタイムでの軌道上処理や、低遅延要件が比較的緩やかな軍事・情報データ
処理などが挙げられます。技術的な課題が克服され、経済的な実現可能性がさらに高ま
るにつれて、宇宙データセンターは、新たなサプライチェーンとエコシステムを形成
し、地球上の産業に新たな価値を創出する「次なるネットワークエッジ」となるでしょ
う。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260618041501.htm

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260618041501.htm


#10 arXivが提案：自由空間光通信でネットワーク化され
た宇宙ベースの超高拡張性AIインフラシステム

010_arXivが提案：自由空間光通信でネットワーク化された宇宙ベースの超高拡張性AIインフ
ラシステム

概要

arXivに発表された論文は、多数の太陽電池駆動衛星を自由空間光通信（FSO ISL）でネ

ットワーク化し、日の出-日の入り同期軌道に配置することで、ほぼ連続的な電力供給
と低遅延、低打ち上げコストを実現する宇宙ベースの高性能AIインフラストラクチャ
システムの設計を提案しています。このシステムは、地上のAIデータセンターが直面

する電力供給や冷却の課題を克服し、新しいレベルのデータ処理能力を提供する可能
性を秘めています。しかし、大規模な衛星群の近接飛行維持、放射線耐性、そして経

済的実現可能性が主な技術的課題として挙げられています。

公開日 2026年06月18日  arXiv  アメリカ



詳細

主要成果

arXivで発表された最新の研究論文は、宇宙ベースの高性能AIインフラストラクチャシス
テムの革新的な設計を提案しています。このシステムは、多数の太陽電池駆動衛星を自
由空間光通信（FSO ISL）によってネットワーク化し、特定の日の出-日の入り同期軌道
に配置することで、地上に比べて大幅に向上した「ほぼ連続的な電力供給」と「超低遅
延」を実現するとともに、打ち上げコストの最適化も視野に入れています。これによ
り、地上のAIデータセンターが抱える電力と冷却の制約を打破し、次世代のAIコンピュ
ーティングを可能にする新たなフロンティアが開かれます。

技術・臨床詳細

提案されたAIインフラストラクチャは、高性能AI処理ユニットを搭載した多数の小型衛
星から構成されます。これらの衛星は、FSO ISL技術を用いて互いに高速でデータを交
換し、グローバルなデータセンターネットワークを形成します。日の出-日の入り同期
軌道に配置することで、衛星群はほぼ常に太陽光を受け続けることができ、これにより
安定した電力供給を確保します。これは、地球上での化石燃料依存や、太陽光発電の夜
間中断といった課題を根本的に解決します。しかし、この大規模な衛星群を精密に近接
飛行させ、その配置を維持することは、高度な軌道制御技術と自律航法システムの開発
を必要とします。また、宇宙放射線による電子機器の損傷を防ぐための放射線耐性設計
や、効果的な熱放散メカニズム（例: 階層型熱制御アーキテクチャ、PCM蓄熱）の統合
も重要な技術的課題です。さらに、AIチップ自体の消費電力効率の最大化も不可欠とな
ります。



背景・業界文脈

AIモデルの複雑化とデータ量の爆発的な増加に伴い、地上のデータセンターは莫大な電
力消費と熱管理の課題に直面しています。SpaceXのStarlinkやAmazonのKuiperプロジェ
クトに見られるように、低地球軌道（LEO）に多数の衛星を配備するメガコンステレー
ションの技術が成熟しつつあり、これが宇宙ベースのコンピューティングインフラの実
現可能性を高めています。本論文の提案は、これらの既存の通信インフラを高性能AI処
理へと拡張するものであり、地球観測データのリアルタイム解析、宇宙探査ミッション
のためのオンボードインテリジェンス、さらには地球上のクラウドコンピューティング
サービスのレジリエンス向上に貢献すると期待されます。宇宙におけるAIデータセンタ
ーは、遠隔地へのサービス提供や、災害時のネットワーク復旧など、幅広い戦略的意義
を持っています。

今後の展望

この宇宙ベースのAIインフラストラクチャの実現は、宇宙経済全体に大きな変革をもた
らすでしょう。軌道上での高性能コンピューティング能力は、地球上の様々な産業に新
たなデータ駆動型サービスを提供し、宇宙探査の自律性と効率性を劇的に向上させま
す。今後の研究では、特に放射線耐性デバイスの小型化と高性能化、大規模コンステレ
ーションの自律運用技術、そして経済的に持続可能な打ち上げ・運用モデルの確立に焦
点が当てられます。これらの課題が解決されれば、宇宙は情報処理とAIの新たな「エッ
ジ」となり、人類のデジタルフロンティアを大きく拡張することになるでしょう。

元記事: https://arxiv.org/html/2511.19468v2

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2511.19468v2


#11 Varda Space Industries、抗HIV薬リトナビルを用い
た微小重力結晶化でバイオ医薬品製造能力を実証

011_Varda Space Industries、抗HIV薬リトナビルを用いた微小重力結晶化でバイオ医薬

概要

Varda Space Industriesは、抗HIV薬リトナビルを用いたミッションを通じて、微小重力
結晶化がバイオ医薬品生産のスケーラブルな能力として実証されたと発表しました。
この成果は、1984年の研究で示された、宇宙で成長させたタンパク質結晶が地球上の

ものより優れたサイズと構造解像度を達成できるという歴史的な知見に基づいていま
す。Vardaは、この技術を医薬品製造におけるアクセス制約と長期的なスケジュールを
解決するために活用し、商業的な軌道上製造市場の確立を目指しています。同社は既

に総額3億2,900万ドルの資金を調達し、この分野をリードしています。

公開日 2026年06月25日  TipRanks  アメリカ



詳細

主要成果

Varda Space Industriesは、微小重力結晶化技術がバイオ医薬品製造のためのスケーラブ
ルな生産能力として有効であることを、抗HIV薬リトナビルを用いたミッションで実証
しました。この画期的な成果は、医薬品開発におけるアクセス制約や長期的な製造スケ
ジュールといった課題を克服し、高品位な医薬品を宇宙で生産する新たな道を開きま
す。Vardaは、この技術を基盤に商業的な軌道上製造市場の確立を目指しており、既に
総額3億2,900万ドルの資金を調達しています。

技術・臨床詳細

Varda Space Industriesが実証した微小重力結晶化は、宇宙空間の無重力環境を利用し
て、地球上では困難な高品質のタンパク質結晶や薬物結晶を生成する技術です。微小重
力下では、対流や沈降といった物理的な力が働かないため、結晶成長がより制御され、
より大きく、より均一で、より完璧な構造を持つ結晶が得られます。これは、1984年の
研究で、宇宙で成長させたタンパク質結晶が地球上のものより優れたサイズと構造解像
度を持つことが示された歴史的知見に基づいています。リトナビルの結晶化実験は、こ
の技術が実際に商業生産に適用可能であることを示す重要なステップです。高品質な結
晶は、X線結晶構造解析の精度を高め、薬物設計の最適化、さらには薬物の溶解度や安
定性の向上に貢献します。

背景・業界文脈

微小重力環境での医薬品製造は、地球上の製薬産業が直面するいくつかの根本的な課題
に対する解決策を提供します。特に、特定の分子の結晶化は、地球の重力下では不純物
の混入や不均一な成長が問題となることがあります。宇宙空間での製造は、これらの課
題を回避し、より高純度で効果的な医薬品の生産を可能にします。Varda Space

Industriesは、SpaceXの再利用可能なロケット技術を活用し、自律型再突入カプセルを
用いて宇宙で製造した製品を地球に安全に帰還させるという、一貫したビジネスモデル
を構築しています。同様にRedwireやSpacePharma、Orbital Medicineなどもこの分野に
投資しており、宇宙製造エコシステム全体が急速に発展しています。



今後の展望

Varda Space Industriesの成功は、商業的な宇宙製造が単なる概念ではなく、現実的な生
産能力へと進化していることを示しています。この技術は、光ファイバーケーブル、半
導体、そして特に医薬品といった、微小重力下で性能が向上する製品の製造に革命をも
たらす可能性があります。将来的には、希少疾患治療薬や個別化医療の分野において、
地球上では生産が困難だった高付加価値医薬品の供給源となることが期待されます。英
国が宇宙製造医薬品の規制経路を公表したことも、この産業の国際的な受け入れと成長
を後押しするものであり、Vardaのような企業は、宇宙を新たな製造フロンティアとし
て確立するための先駆者となるでしょう。

元記事: https://www.tipranks.com/news/private-companies/varda-space-positions-microgravity-

crystallization-as-biopharma-production-capability

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tipranks.com/news/private-companies/varda-space-positions-microgravity-crystallization-as-biopharma-production-capability
https://www.tipranks.com/news/private-companies/varda-space-positions-microgravity-crystallization-as-biopharma-production-capability


#12 ElevationSpace、再突入衛星開発でシリーズB資金
4,000万ドルを調達、総額6,350万ドルに

012_ElevationSpace、再突入衛星開発でシリーズB資金4,000万ドルを調達、総額6,350万

概要

日本の再突入衛星スタートアップElevationSpaceは、シリーズB資金調達ラウンドで
4,000万ドル（約63億円）を完了し、これまでの総調達額は6,350万ドル（約99億円）
に達しました。同社は、JAXAや東北大学と協力し、小型衛星向けの揚力誘導再突入技

術を開発しています。ElevationSpaceは、軌道上での研究開発・製造用の無人プラット
フォーム「ELS-R」と、有人宇宙ステーションからの高頻度ペイロード回収サービス
「ELS-RS」を中心に、革新的な軌道上輸送ネットワークを構築することを目指してお

り、日本の宇宙産業における重要なプレイヤーとして注目されています。

公開日 2026年06月22日  Payload Space  日本



詳細

主要成果

日本の再突入衛星スタートアップElevationSpaceは、シリーズB資金調達ラウンドで
4,000万ドル（約63億円、1ドル157円換算）を調達したことを発表しました。これによ
り、同社の総調達額は6,350万ドル（約99億円）に達し、軌道上輸送ネットワークと再
突入技術の開発を加速させるための強固な財務基盤を確立しました。この資金調達は、
同社が目指す軌道上での研究開発・製造、および高頻度ペイロード回収サービスの実現
に向けた重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

ElevationSpaceは、JAXA（宇宙航空研究開発機構）や東北大学との連携のもと、小型衛
星向けの揚力誘導再突入技術の開発を主導しています。この技術は、小型衛星が宇宙空
間から地球の大気圏に安全かつ精密に再突入し、指定された場所へペイロードを回収す
ることを可能にします。これにより、軌道上での実験結果や製造された材料を迅速に地
上へ持ち帰ることができ、宇宙利用の効率と利便性を飛躍的に向上させます。同社の主
要製品である無人プラットフォーム「ELS-R」は軌道上での研究・開発・製造をサポー
トし、もう一つのサービス「ELS-RS」は、有人宇宙ステーションからの高頻度ペイロー
ド回収を提供することで、宇宙産業の新たなエコシステムを構築します。豊田合成や大
日本印刷との提携は、耐熱材料の開発や地上分析との連携を強化し、技術の信頼性をさ
らに高めることにつながります。

背景・業界文脈

近年、低地球軌道（LEO）における衛星の打ち上げが急増しており、宇宙での研究開発
や製造のニーズが高まっています。しかし、軌道上での実験結果や製造された製品を地
球に回収する技術は、高コストで限定的でした。ElevationSpaceのような再突入衛星ス
タートアップは、このボトルネックを解消し、よりアクセスしやすく、費用対効果の高
い回収サービスを提供することで、宇宙製造の商業化を加速させると期待されていま
す。同社の技術は、日本の宇宙産業における競争力を高めるだけでなく、グローバルな
宇宙利用市場において重要な役割を果たす可能性があります。特に、米国Varda Space

Industriesなど海外の宇宙製造企業との協業や競争を通じて、この分野は急速に進化し
ています。



今後の展望

ElevationSpaceの資金調達成功は、同社が2029年のISSでの実証を目指すなど、長期的な
目標達成に向けた大きな推進力となります。軌道上研究・開発・製造プラットフォーム
と高頻度ペイロード回収サービスは、医薬品開発、新素材創製、半導体製造など、多岐
にわたる産業分野に革新的な価値をもたらすでしょう。将来的には、火星着陸や有人回
収ミッションへの技術応用も視野に入れており、 ElevationSpaceは日本の宇宙技術をリ
ードし、グローバルな宇宙経済における中心的な存在となることが期待されます。これ
により、日本が宇宙における技術革新と商業化のフロンティアで重要な役割を果たす道
を切り開きます。

元記事: https://payloadspace.com/elevationspace-closes-40m-series-b/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://payloadspace.com/elevationspace-closes-40m-series-b/


#13 NASA、2028年後半に初の核分裂炉搭載宇宙船
「Space Reactor-1 Freedom」を打ち上げ、深宇宙推進と
月面発電を実証

013_NASA、2028年後半に初の核分裂炉搭載宇宙船「Space Reactor-1 Freedom」を

概要

NASAは、2028年後半に地球軌道外での推進に核分裂炉を使用する初の宇宙船「Space

Reactor-1 Freedom」を打ち上げる計画を発表しました。この画期的なミッションは、
宇宙における米国の原子力運用能力を実証し、NASAが将来の月面基地向けに開発して
いる核分裂地表発電技術を証明することを目的としています。SR-1 Freedomは、深宇

宙での核電気推進システムとして機能するだけでなく、火星ヘリコプター3機を火星に
届ける「SkyFall」ペイロードも搭載しており、火星への有人ミッションを含む長距離
宇宙探査の実現可能性を飛躍的に高めます。

公開日 2026年06月25日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、2028年後半に、地球軌道外での推進に核分裂炉を用いる史上初の宇宙船
「Space Reactor-1 Freedom（SR-1 Freedom）」を打ち上げる計画を公表しました。こ
のミッションは、宇宙における米国の原子力運用能力を実証するとともに、NASAが月
面基地向けに開発中の核分裂地表発電技術を軌道上で証明するという二重の目標を掲げ
ています。SR-1 Freedomは、深宇宙探査のあり方を根本的に変える可能性を秘めてい
ます。

技術・臨床詳細

SR-1 Freedomは、System for Nuclear Auxiliary Power (SNAP) プログラムの遺産を受け継
ぎ、小型・軽量で信頼性の高い原子炉を推進システムの中核に採用しています。核分裂
電気推進（NEP）システムは、従来の化学推進よりもはるかに高い効率で推進剤を使用
するため、火星への90日以内の旅行を可能にするなど、深宇宙ミッションの期間とペイ
ロード能力を劇的に向上させます。この原子炉は、宇宙空間で遠隔起動・運用されるよ
うに設計されており、安全性を最優先しています。また、放射線ハザードを最小限に抑
えるための対策も講じられています。SR-1 Freedomのペイロードには、SkyFallミッショ
ンの一環として3機の火星ヘリコプターが含まれており、これは火星の大気圏を飛行す
る新たな探査手法を実証することになります。2030年までに月面に100キロワット級の
原子力炉を着陸させるという米国の目標にも貢献します。

背景・業界文脈

宇宙における原子力技術の利用は、長期的な深宇宙探査や月面・火星基地の安定的な電
力供給において不可欠です。太陽光発電は夜間や日照の限られた環境では不十分であ
り、特に月面の2週間に及ぶ夜間を乗り切るためには、核エネルギーが唯一の現実的な
選択肢となります。中国とロシアが2036年までに月面に原子力発電所を共同建設する計
画を発表したことは、宇宙における核技術開発競争を激化させています。これに対し、
米国エネルギー省（DOE）とNASAは、2029年末までに100キロワットの月面炉を打ち
上げるという独自の計画を公式化しており、SR-1 Freedomはその実現に向けた重要な
ステップです。SNAP 10Aが1965年に軌道上で500ワット以上の電力を43日間生成した
実績は、この分野における米国の長年の経験を示しています。



今後の展望

SR-1 Freedomミッションの成功は、深宇宙探査の新たな時代を切り開くでしょう。核
電気推進は、火星への有人ミッションの実現可能性を高めるだけでなく、外惑星へのミ
ッション期間を短縮し、より多くの科学的ペイロードを運ぶことを可能にします。月面
基地における安定した電力供給は、科学研究、資源採掘、そして最終的には火星移住に
向けた持続可能な人間の存在を確立するための基盤となります。この技術は、宇宙産業
におけるエネルギーと推進のゲームチェンジャーとなり、国際的な宇宙開発競争におい
て米国の戦略的優位性を確立する上で極めて重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.nasa.gov/mission/space-reactor-1-freedom/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/mission/space-reactor-1-freedom/


#14 SpaceXの特殊カプセル「Starfall」が半導体・光ファ
イバー・医薬品の微小重力製造市場を創出

014_SpaceXの特殊カプセル「Starfall」が半導体・光ファイバー・医薬品の微小重力製造市場
を創出

概要

SpaceXは、半導体、光ファイバー、医薬品といった高付加価値製品の商業的な宇宙製

造を可能にする特殊カプセル「Starfall」の打ち上げを開始しました。この革新的なカ
プセルは、微小重力と真空へのアクセス、軌道上での長期滞留、そして軌道からの安
全な帰還をサービスとして提供することで、自律的な商業宇宙製造市場を新たに創出

することを目指しています。微小重力環境は、対流や沈降を制御できるため、欠陥の
少ない材料や高純度の製品製造に理想的な条件を提供し、地球上では困難な高品質製

品の生産を可能にします。

公開日 2026年06月24日  Manufacturing Technology  アメリカ



詳細

主要成果

SpaceXは、半導体、光ファイバー、医薬品といった地球上では製造が困難な高付加価値
製品の商業的な宇宙製造をサポートするため、特殊カプセル「Starfall」を打ち上げまし
た。このカプセルは、微小重力と真空環境へのアクセス、軌道上での長期滞留能力、そ
して安全な地球への再突入・回収を統合したサービスを提供することで、新たな自律型
商業宇宙製造市場の確立を目指しています。これは、宇宙を新たな産業フロンティアと
して活用する上で極めて重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Starfallカプセルは、微小重力環境がもたらす物理的な利点を最大限に活用するように設
計されています。宇宙の微小重力下では、液体や溶融材料における対流や沈降が抑制さ
れるため、地球上では不純物の混入や構造的欠陥が生じやすいプロセスを、より高純度
かつ均一に制御できます。これは、特に以下の分野で顕著な利点をもたらします。

半導体: 高品質な結晶成長により、超高速・超低消費電力の半導体材料の製造が可能
になります。

光ファイバー: 重力によるガラスの不均一性を排除することで、信号損失の少ない次
世代光ファイバーケーブルの生産が期待されます。

医薬品: タンパク質結晶化の改善により、より効果的で安定した薬物製剤の開発や、
難病治療薬の製造に貢献します（Varda Space Industriesも抗HIV薬リトナビルで実
証）。

新規合金や複合材料: 微小重力下での溶融・凝固プロセスにより、地球上では製造不
可能な特性を持つ新素材の創製が可能になります。

Starfallは、これらの製造プロセスを軌道上で自律的に実行し、ミッション完了後にはペ
イロードを安全に地球に帰還させるための再突入技術を備えています。



背景・業界文脈

宇宙製造の概念は長らくSFの世界のものでしたが、SpaceXによる再利用可能ロケット技
術の進歩は、打ち上げコストを劇的に削減し、ペイロード能力を向上させることで、宇
宙製造を経済的に実現可能なものに変えました。これにより、高付加価値製品の地球外
での産業化が現実となり、地球のサプライチェーンに依存しない新たな製造エコシステ
ムが生まれる可能性が出てきました。英国が宇宙で製造された医薬品の規制経路を公表
したことからも、この分野の国際的な関心と商業化への動きが加速していることがわか
ります。

今後の展望

SpaceXのStarfallカプセルは、微小重力製造市場の成長を加速させる主要な触媒となるで
しょう。このサービスにより、研究機関や企業は、高コストな国際宇宙ステーション
（ISS）での実験に代わる、より費用対効果の高い軌道上製造の選択肢を得ることがで
きます。将来的には、宇宙製造された製品が、地球上の様々な産業（電子機器、通信、
医療など）に新たな革新と競争力をもたらし、宇宙経済全体を牽引する重要な原動力と
なることが期待されます。宇宙は、単なるフロンティアではなく、地球の産業を補完
し、強化する「次世代の工場」となりつつあります。

元記事: https://manufacturingdigital.com/news/how-spacexs-starfall-can-unlock-microgravity-

manufacturing

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://manufacturingdigital.com/news/how-spacexs-starfall-can-unlock-microgravity-manufacturing
https://manufacturingdigital.com/news/how-spacexs-starfall-can-unlock-microgravity-manufacturing


#15 NASA国際宇宙ステーション、軟骨再生と消化器系研
究で宇宙由来の治療法開発を推進

015_NASA国際宇宙ステーション、軟骨再生と消化器系研究で宇宙由来の治療法開発を推進

概要

国際宇宙ステーション（ISS）の遠征74クルーは、微小重力が軟骨の成長と消化器系に
与える影響に関する画期的な研究を推進しており、地球上での患者ケア改善と将来の
宇宙飛行士の健康保護を目指しています。軌道上ラボでの微小重力研究は、地球上で

は得られない独自の生物学的洞察を提供し、これにより「宇宙由来の治療法」、医薬
品、および製品の開発が可能となります。特に軟骨組織の宇宙での製造は、地球上で
の自己修復型インプラントや、長期宇宙飛行中の宇宙飛行士のための高度なフィット

ネス技術の開発に繋がる可能性があり、医療分野における宇宙の重要性を示していま
す。

公開日 2026年06月18日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

国際宇宙ステーション（ISS）の遠征74クルーは、微小重力が軟骨の成長や消化器系に
与える影響に関する画期的な研究を進めています。この研究は、地球上の患者ケアを改
善し、将来の長期宇宙飛行における宇宙飛行士の健康を守ることを目的としています。
軌道上ラボでの実験は、地球上では不可能なユニークな生物学的洞察を提供し、「宇宙
由来の治療法」や医薬品、製品の開発を加速させています。

技術・臨床詳細

微小重力環境は、地球の重力下での対流や沈降効果がないため、細胞培養や組織工学に
おいて特別な利点をもたらします。軟骨組織の成長研究では、微小重力が軟骨細胞の増
殖と分化にどのように影響するかを詳細に調査しています。これにより、関節炎やスポ
ーツ傷害といった地球上の疾患に対する新しい治療法の開発が期待されます。例えば、
微小重力下で高品質な軟骨組織を製造できれば、自己修復型インプラントの実現可能性
が高まります。また、消化器系への影響に関する研究は、宇宙飛行士が長期ミッション
中に経験する消化器系の変化（例えば、腸内マイクロバイオームの変化や栄養吸収効率
の低下）を理解し、その対策を講じる上で不可欠です。これらの研究は、細胞の3D培養
技術や、高度な生体センサー、画像診断技術を組み合わせて実施されています。

背景・業界文脈

宇宙医学研究は、当初、宇宙飛行士の健康保護のために始まりましたが、その成果は地
球上の医療分野にも広く応用されています。微小重力は、がん研究、骨粗鬆症治療、医
薬品開発（特にタンパク質結晶化）において、地球上では得られない洞察を提供してき
ました。NASAは、ISSを「生体医工学、宇宙製造、船外活動準備」のためのプラットフ
ォームとして積極的に活用しており、民間企業も微小重力での医薬品製造（Redwire,

Varda Space Industriesなど）に投資しています。これらの活動は、宇宙環境を医療イノ
ベーションの「実験室」として位置づけ、地球の医療ニーズに対応する新たなソリュー
ションを創出しています。



今後の展望

ISSでの継続的な研究は、軟骨再生、骨粗鬆症、がん、神経変性疾患、加齢性疾患、さ
らには感染症といった幅広い疾患に対する新しい治療法の開発に貢献する可能性を秘め
ています。宇宙で製造される軟骨組織は、地球上での人工関節置換術の代替となる画期
的な自己修復型インプラントの開発を加速させるかもしれません。また、宇宙飛行士の
消化器系研究から得られる知見は、地球上の消化器疾患患者の診断と治療を改善するだ
けでなく、長期宇宙飛行における宇宙飛行士の健康維持のための高度なフィットネス技
術や栄養管理戦略にも応用されます。このように、宇宙がもたらすユニークな環境は、
人類の健康と医療の未来を形作る上で不可欠な要素となりつつあります。

元記事: https://www.nasa.gov/blogs/spacestation/2026/06/18/advanced-tech-on-station-informing-

space-designed-health-treatments/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/blogs/spacestation/2026/06/18/advanced-tech-on-station-informing-space-designed-health-treatments/
https://www.nasa.gov/blogs/spacestation/2026/06/18/advanced-tech-on-station-informing-space-designed-health-treatments/


#16 大日本印刷とElevationSpaceが低軌道での材料試験・
回収サービス共同開発で資本・業務提携を締結

016_大日本印刷とElevationSpaceが低軌道での材料試験・回収サービス共同開発で資本・業務
提携を

概要

大日本印刷（DNP）と日本の宇宙スタートアップElevationSpaceは、低地球軌道

（LEO）での材料・部品の試験から回収、地上分析までをカバーするサービスを共同
開発するための資本・業務提携契約を締結しました。この戦略的提携は、宇宙環境で
実績のある材料・部品の信頼性向上と、宇宙機器での使用拡大を目標としています。

DNPの材料技術とElevationSpaceの再突入衛星技術を組み合わせることで、宇宙材料の
安定供給を支援し、日本の宇宙産業における材料革新を加速させることが期待されま

す。

公開日 2026年06月19日  IBTimes JP  日本



詳細

主要成果

大日本印刷（DNP）と日本の再突入衛星スタートアップElevationSpaceは、低地球軌道
（LEO）における材料および部品の試験、回収、そして地上での詳細な分析を一貫して
提供するサービスの共同開発に関する資本・業務提携契約を締結しました。この提携
は、宇宙環境で利用される材料や部品の信頼性を飛躍的に向上させ、宇宙機器産業にお
けるそれらの採用を拡大することを目的としています。この合意は、日本の宇宙産業に
おける材料技術革新とサプライチェーンの強化に重要な貢献をするものです。

技術・臨床詳細

ElevationSpaceは、JAXAや東北大学と連携し、小型衛星用の揚力誘導再突入技術を開発
しています。この技術により、軌道上で実験された材料や部品を地球に安全かつ精密に
回収することが可能になります。DNPは長年の経験で培った先進的な材料技術、特に宇
宙環境に耐えうる高機能材料や耐熱材料の開発・評価の専門知識を提供します。提携を
通じて、両社は軌道上での材料暴露試験から、回収されたサンプルの地上での詳細な物
性分析まで、一貫したバリューチェーンを構築します。これにより、極限環境下での材
料の性能劣化メカニズムを深く理解し、より耐久性のある宇宙用材料の開発を加速させ
ることができます。例えば、再突入時の高熱に耐える軽量耐熱材の開発や、宇宙放射線
による電子部品の劣化を防ぐ保護材料の試験などが含まれます。

背景・業界文脈

宇宙産業の急速な成長に伴い、高性能で信頼性の高い材料・部品の需要が高まっていま
す。しかし、宇宙空間の真空、極端な温度変化、高エネルギー放射線、微小デブリとい
った過酷な環境に耐えうる材料の開発と検証は、大きな課題でした。DNPと
ElevationSpaceの提携は、この課題を解決し、宇宙機器メーカーが必要とする高品質な
材料を安定的に供給するための重要な解決策を提供します。この動きは、日本の宇宙産
業における競争力強化だけでなく、グローバルな宇宙製造サプライチェーン全体におい
ても、信頼性の高い材料試験サービスの提供者としての地位を確立するものです。同様
に、豊田合成もElevationSpaceへの投資を通じて、宇宙技術分野への多角化を図ってい
ます。



今後の展望

この資本・業務提携は、日本の宇宙産業における材料技術の進歩を加速させるだけでな
く、新たな宇宙利用の機会を創出する可能性を秘めています。軌道上での材料試験と迅
速な回収・分析サービスは、医薬品製造、高純度半導体、光ファイバーなど、微小重力
下での製造が有益な製品開発に不可欠なものとなります。ElevationSpaceは2029年のISS
での実証を目指しており、DNPとの協業はその実現を後押しするでしょう。これによ
り、日本は宇宙材料分野における技術リーダーシップを確立し、将来の月面基地建設や
火星探査といった壮大なミッションに貢献することが期待されます。

元記事: https://jp.ibtimes.com/dnp-elevationspace-sign-alliance-low-earth-orbit-materials-testing-

101755

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://jp.ibtimes.com/dnp-elevationspace-sign-alliance-low-earth-orbit-materials-testing-101755
https://jp.ibtimes.com/dnp-elevationspace-sign-alliance-low-earth-orbit-materials-testing-101755


#17 Axiom Space、Starcloud、SpaceXが軌道上データセ
ンター開発を推進し、2035年のクラウドコンピューティ
ングを再定義

017_Axiom Space、Starcloud、SpaceXが軌道上データセンター開発を推進し、2035

概要

地上インフラの限界から、軌道上データセンターへの関心が劇的に高まっています。

Axiom Spaceはクラウドコンピューティング、AI、サイバーセキュリティをサポートす
る軌道上データセンターノードを開発中であり、StarcloudはNvidia H100 GPUを軌道
上で運用し、数万のコンピューティング衛星ネットワークを展開する計画です。

SpaceXもStarlinkの製造・打ち上げモデルを軌道上コンピューティングインフラに適用
する大規模な構想を提唱しており、これらの動きは2035年までにクラウドコンピュー
ティングの風景を根本的に変える可能性を秘めています。宇宙データセンターは、地

上の電力・冷却問題を克服し、新たなグローバル接続性を提供すると期待されていま
す。

公開日 2026年06月22日  Data Center Knowledge  アメリカ



詳細

主要成果

地上のデータセンターインフラが直面する電力、冷却、土地利用の圧力が増大する中、
宇宙空間にデータセンターを建設する構想が急速に進展しています。Axiom Spaceは、
クラウドコンピューティング、AI、サイバーセキュリティ、データ処理をサポートする
軌道上データセンターノードとコンピューティングインフラの開発を推進しています。
また、StarcloudはNvidia H100 GPUを軌道上で運用し、数万のコンピューティング衛星
ネットワークを構築する計画を発表しました。SpaceXもStarlinkの製造・打ち上げモデ
ルを軌道上コンピューティングインフラに適用するという大規模な構想を提唱してお
り、これらの動きは2035年までにクラウドコンピューティングの未来を根本的に変革す
る可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

軌道上データセンターは、主に低地球軌道（LEO）に配置された多数の小型衛星によっ
て構成されます。これらの衛星は、自由空間光通信（FSO ISL）技術を用いて互いに高
速で接続され、グローバルな分散型コンピューティングネットワークを形成します。宇
宙環境の主な利点は、豊富な太陽エネルギーをほぼ連続的に利用できること（地上比8
倍の発電量）、そして宇宙の真空が提供する効率的な冷却能力です。これにより、地上
のデータセンターで大きな課題となる熱放散が大幅に軽減されます。しかし、技術的な
課題も多く存在します。具体的には、宇宙放射線による電子機器の損傷を防ぐための放
射線耐性ハードウェア、極端な温度変化に対応する熱制御システム、そして軌道上での
メンテナンスやアップグレードの実現方法が挙げられます。StarcloudがNvidia H100
GPUのような高性能AIチップを軌道上で飛行させる計画は、放射線耐性と熱管理におけ
る先進技術の統合を必要とします。



背景・業界文脈

AI、IoT、ビッグデータの急速な発展は、データ処理能力に対する前例のない需要を生
み出しています。地上のデータセンターは、電力網への負担、環境への影響、そして地
理的制約といった限界に直面しています。このような背景から、宇宙空間が「次なるネ
ットワークエッジ」として注目されており、軌道上コンピューティングは、リモート地
域へのサービス提供、通信のレジリエンス向上、そして地球観測データのリアルタイム
処理といった新たな機会を提供します。SpaceXのStarlinkは、既に数千の衛星を展開
し、グローバルなインターネット接続性を提供しており、このネットワークをAIコンピ
ューティングへと拡張する可能性は、宇宙産業におけるパラダイムシフトを示唆してい
ます。

今後の展望

軌道上データセンターの実現は、クラウドコンピューティングサービス、AI、サイバー
セキュリティ、そしてデータ処理の分野に革命をもたらすでしょう。2035年に向けて、
これらの宇宙ベースのインフラは、地球上のどこからでもアクセス可能な高性能コンピ
ューティング能力を提供し、現在の地理的な制約を解消します。これにより、新たなビ
ジネスモデル、産業、そして国家安全保障戦略が生まれる可能性があります。技術的な
課題（放射線、冷却、宇宙デブリ、経済性など）の克服が、このビジョンの実現に向け
た鍵となりますが、Axiom Space、Starcloud、SpaceXといった主要プレイヤーの積極的
な投資と開発は、宇宙データセンターが未来のデジタルインフラの中心となることを示
唆しています。

元記事: https://www.datacenterknowledge.com/build-design/breaking-points-2035-a-data-center-

space-odyssey

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.datacenterknowledge.com/build-design/breaking-points-2035-a-data-center-space-odyssey
https://www.datacenterknowledge.com/build-design/breaking-points-2035-a-data-center-space-odyssey


#18 LambdaVisionとVast、商業宇宙ステーションでタン
パク質ベース人工網膜の宇宙製造を推進する覚書を締結

018_LambdaVisionとVast、商業宇宙ステーションでタンパク質ベース人工網膜の宇宙製造を
推進す

概要

LambdaVisionは、Vastとの間で、VastのHaven-1および将来の商業宇宙ステーションに

おける研究・製造活動を支援する覚書（MOU）を締結しました。LambdaVisionは、こ
れまでに9回の国際宇宙ステーション（ISS）ミッションを通じて、微小重力がタンパ
ク質ベース人工網膜の多層タンパク質薄膜製造を改善できることを実証しており、こ

の提携により、商業低地球軌道（LEO）での展開を拡大します。この協力は、微小重
力下での幹細胞科学、再生医療、バイオプリンティング、タンパク質医薬品の結晶化

といった分野の進歩を加速させることを目指しています。

公開日 2026年06月24日  Business Wire  アメリカ



詳細

主要成果

宇宙製造企業LambdaVisionは、Vastとの間で覚書（MOU）を締結し、Vastの商業宇宙ス
テーションHaven-1および将来の軌道施設における研究・製造活動を支援することを合
意しました。この戦略的提携は、LambdaVisionが国際宇宙ステーション（ISS）で9回の
ミッションを通じて実証してきた、微小重力環境におけるタンパク質ベース人工網膜の
多層タンパク質薄膜製造技術の、商業低地球軌道（LEO）への展開を加速させるもので
す。これは、宇宙でのバイオ医薬品製造における重要なマイルストーンとなります。

技術・臨床詳細

LambdaVisionは、ロドプシンなどの光受容タンパク質を利用して、機能的な人工網膜を
開発しています。微小重力環境は、地球上では重力による対流や沈降が妨げる、均一で
欠陥の少ない多層薄膜の製造を可能にします。これまで9回のISSミッションを通じて、
同社は微小重力がタンパク質層の配向性、密度、均一性を改善し、結果として人工網膜
の性能向上につながることを実証してきました。VastのHaven-1および将来の商業宇宙
ステーションは、これらの技術を研究から商業生産へとスケールアップするための安定
したプラットフォームを提供します。この提携は、以下の分野における技術進歩を特に
促進します。

幹細胞科学: 微小重力が幹細胞の増殖と分化に与える影響を研究し、再生医療への応
用を模索します。

再生医療: 損傷した組織や臓器を修復するための新たなアプローチを開発します。

バイオプリンティング: 複雑な生体組織や臓器の3Dプリント技術を微小重力下で最適
化します。

タンパク質医薬品の結晶化: より高純度で安定したタンパク質結晶の生成を追求し、
新薬開発に貢献します。

これらの技術は、宇宙飛行士の健康維持だけでなく、地球上の患者への治療法改善にも
直結します。



背景・業界文脈

商業宇宙ステーションの登場は、軌道上での研究開発と製造の可能性を劇的に拡大して
います。Vastのような企業は、微小重力というユニークな環境を利用して、医薬品、再
生医療製品、先端材料といった高付加価値製品の製造を目指しています。LambdaVision

の人工網膜プロジェクトは、宇宙製造が具体的な医療ソリューションを提供しうる有望
な例であり、加齢黄斑変性などの失明原因となる疾患に苦しむ患者に新たな希望をもた
らします。この提携は、宇宙経済におけるヘルスケアセクターの成長を加速させるもの
であり、Varda Space Industriesなどの他の宇宙製造企業とのエコシステム形成にも貢献
します。

今後の展望

LambdaVisionとVastの提携は、タンパク質ベース人工網膜の商業生産に向けた重要なス
テップであり、最終的には視覚障害を持つ数百万人の患者に恩恵をもたらす可能性があ
ります。商業低地球軌道での製造能力の拡大は、新薬開発のサイクルを短縮し、より多
くの医療研究者が宇宙の恩恵を利用できるようにするでしょう。この協力は、宇宙が単
なる探査の場ではなく、地球の最も差し迫った医療ニーズに対応するための革新的な製
造拠点となる未来を明確に示しています。将来的には、これらの宇宙製造技術が、地球
の医療インフラに統合され、新しい治療法の供給源となることが期待されます。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260624883923/en/LambdaVision-and-Vast-Sign-

Agreement-to-Advance-Space-Based-Manufacturing-of-Protein-Based-Artificial-Retina-and-

Microgravity-Bioprocesses

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260624883923/en/LambdaVision-and-Vast-Sign-Agreement-to-Advance-Space-Based-Manufacturing-of-Protein-Based-Artificial-Retina-and-Microgravity-Bioprocesses
https://www.businesswire.com/news/home/20260624883923/en/LambdaVision-and-Vast-Sign-Agreement-to-Advance-Space-Based-Manufacturing-of-Protein-Based-Artificial-Retina-and-Microgravity-Bioprocesses
https://www.businesswire.com/news/home/20260624883923/en/LambdaVision-and-Vast-Sign-Agreement-to-Advance-Space-Based-Manufacturing-of-Protein-Based-Artificial-Retina-and-Microgravity-Bioprocesses


#19 NASA、月面南極に人類初の恒久的月面基地「Moon
Base」建設を計画、火星探査の足がかりに

019_NASA、月面南極に人類初の恒久的月面基地「Moon Base」建設を計画、火星探査の足が
かりに

概要

NASAは、月の南極に人類初の恒久的な月面前哨基地「Moon Base」を建設する計画を

推進しています。この壮大な計画は、一連の有人および無人ミッションを通じて、月
での持続的な人間の存在を確立し、新たな科学的発見を可能にするためのインフラを
構築することを目的としています。Moon Baseは、将来の有人火星探査ミッションへ

の足がかりとして機能し、段階的に建設が進められます。初期段階ではロボットミッ
ションが新技術のテストと月面環境の探索を行い、その後、宇宙飛行士による長期滞

在を可能にするためのモジュールの展開が予定されています。

公開日 2026年06月24日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、人類の深宇宙探査の次なる大きな一歩として、月の南極に人類初の恒久的な
月面前哨基地「Moon Base」を建設する計画を精力的に推進しています。この構想は、
一連の有人および無人ミッションを通じて、月面での持続的な人間の存在を確立し、科
学的探査と資源利用のための堅固なインフラを構築することを目的としています。
Moon Baseは、将来の有人火星探査への足がかりとして機能する、極めて戦略的なプロ
ジェクトです。

技術・臨床詳細

月面基地の建設は段階的に進められます。まず、初期のロボットミッションでは、建設
予定地の詳細な地形調査、水氷などの資源探査、および新たな建設技術や生命維持シス
テムのテストが行われます。月の南極は、日照時間の短いクレーター内に水氷が存在す
る可能性があり、将来的な飲用水、呼吸用酸素、ロケット燃料の供給源として極めて重
要です。その後、人間が長期滞在できる居住モジュール、電力供給システム（核分裂炉
を含む）、通信インフラ、および科学実験装置が段階的に展開されます。例えば、2030

年までに100キロワット級の月面原子力炉を着陸させる計画は、2週間に及ぶ月面の夜間
でも安定した電力供給を確保するために不可欠です。宇宙飛行士は、月面環境での生
存、作業、科学研究に必要なスキルを習得し、放射線防護対策も講じられます。

背景・業界文脈

アルテミス計画は、Moon Baseの建設に向けたNASAの包括的な枠組みです。この計画
は、米国の宇宙開発におけるリーダーシップを再確立し、官民連携および国際協力を最
大限に活用して推進されています。中国とロシアが2036年までに月面に原子力発電所を
共同建設する計画を発表したことは、宇宙における核技術開発競争を激化させており、
NASAのMoon Base計画は、この国際的な競争の中で米国が優位性を保つための重要な
取り組みです。SpaceXなどの民間企業は、打ち上げコストを削減し、ペイロード能力を
向上させることで、月面インフラ構築の経済的実現可能性を高めています。



今後の展望

Moon Baseの建設は、人類の宇宙における存在感を高め、新たな科学的発見と経済的機
会を創出する画期的なプロジェクトとなるでしょう。月の南極における水氷資源の利用
は、月面での自己維持能力を高め、将来の火星ミッションのための燃料生産拠点となる
可能性も秘めています。この基地は、深宇宙での人類の生存能力と自律性を向上させる
ための実験場として機能し、地球外生命の探索や宇宙の起源に関する基礎科学研究を加
速させます。最終的には、Moon Baseは人類が太陽系全体へと進出するための不可欠な
足がかりとなり、宇宙産業全体に新たなビジネスチャンスと技術革新をもたらすことが
期待されます。

元記事: https://www.nasa.gov/reference/moonbase-about/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/reference/moonbase-about/


#20 NASA、2028年の月面着陸に向けアルテミスIIIを来年
打ち上げ、商業月着陸機を地球軌道でテスト

020_NASA、2028年の月面着陸に向けアルテミスIIIを来年打ち上げ、商業月着陸機を地球軌道
でテスト

概要

NASAは、2028年のアルテミスIVミッションによる宇宙飛行士の月面着陸に先立ち、来

年アルテミスIIIの打ち上げを予定しています。このアルテミスIIIミッションは、最初の
月面着陸ではなく、商業月着陸システム（HLS）を地球軌道でフルスケールでテスト
するというリスク軽減ミッションとして位置づけられています。これにより、NASAは

月面着陸システムの安全性と信頼性を徹底的に検証し、2028年の有人月面着陸ミッシ
ョンの成功確率を最大限に高めることを目指しています。このアプローチは、月への

持続的な人間の存在を確立するための計画における重要な一歩です。

公開日 2026年06月25日  Via Satellite  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、2028年に予定されているアルテミスIVミッションでの宇宙飛行士の月面着陸
に先立ち、来年アルテミスIIIミッションを打ち上げると発表しました。このアルテミス
IIIは、月面への最初の着陸を目指すのではなく、商業月着陸システム（HLS）を地球軌
道でフルスケールでテストするという、リスク軽減に特化したミッションとして位置づ
けられています。この戦略的なアプローチにより、NASAは有人月面着陸ミッションの
成功に向けて、重要な技術検証と安全性の確保を図ります。

技術・臨床詳細

アルテミスIIIミッションでは、月面着陸船（HLS）の主要なシステムとコンポーネント
が、地球低軌道（LEO）環境で包括的にテストされます。これには、推進システム、航
法誘導制御（GNC）システム、通信システム、および生命維持システムの機能と性能の
検証が含まれます。特に、着陸システムのソフトウェアとハードウェアが、シミュレー
ションではなく実際の宇宙環境でどのように動作するかが評価されます。HLSは、宇宙
飛行士が月面に着陸するために不可欠な要素であり、その信頼性を地球軌道で事前に確
認することは、将来の月面活動における安全性と効率性を確保する上で極めて重要で
す。このテストデータは、2028年のアルテミスIVミッションでの有人月面着陸に向け
て、HLSの設計と運用をさらに最適化するために利用されます。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、アポロ計画以来となる人類の月面帰還を目指し、持続的な
月面プレゼンスを確立することを目的としています。この計画では、官民連携を積極的
に活用しており、SpaceXのような民間企業がHLSの開発に貢献しています。2027年に商
業月着陸機をテストするという決定は、高リスクな有人月面着陸ミッションに先立ち、
可能な限りリスクを低減するための慎重な戦略です。また、中国とロシアが2036年まで
に月面に原子力発電所を建設する計画を推進しているなど、国際的な宇宙開発競争が激
化する中で、NASAの計画の着実な進展は、米国の宇宙におけるリーダーシップを維持
するために重要です。



今後の展望

アルテミスIIIミッションの成功は、2028年のアルテミスIVでの有人月面着陸、そして最
終的には2032年までの月面基地建設に向けた、NASAのアルテミス計画全体にとって不
可欠なステップです。HLSの地球軌道でのテストは、将来の月面ミッションの安全性と
効率性を向上させるだけでなく、深宇宙探査に向けた技術開発の重要な基盤となりま
す。この計画の進展は、月面での科学研究、資源探掘、そして火星への有人ミッション
の実現可能性を高め、宇宙産業全体に新たなビジネスチャンスと技術革新をもたらすこ
とが期待されます。

元記事: https://www.meritalk.com/articles/nasa-targets-artemis-iii-launch-next-year-ahead-of-planned-

2028-moon-landing/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.meritalk.com/articles/nasa-targets-artemis-iii-launch-next-year-ahead-of-planned-2028-moon-landing/
https://www.meritalk.com/articles/nasa-targets-artemis-iii-launch-next-year-ahead-of-planned-2028-moon-landing/


#21 ISS遠征74クルー、微小重力下での軟骨組織製造と先
端材料生産を推進

021_ISS遠征74クルー、微小重力下での軟骨組織製造と先端材料生産を推進

概要

国際宇宙ステーション（ISS）では、遠征74のクルーが生物工学による軟骨組織製造と
先端材料製造という、2つの重要な宇宙製造実験を精力的に進めています。微小重力環
境での軟骨細胞の成長研究は、関節炎やスポーツ傷害に対する新たな治療法に繋がる

可能性があり、地球上での医療応用が期待されています。同時に、微小重力下でのコ
ロイド結晶の3D構造形成を撮影する実験も行われており、これは次世代材料や技術開
発への応用が期待されるものです。これらの取り組みは、宇宙を新たな研究・製造拠

点として活用する「宇宙工場」の概念を具体化するものです。

公開日 2026年06月22日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

国際宇宙ステーション（ISS）の遠征74クルーは、今週、生物工学を用いた軟骨組織製
造と先端材料製造という、二つの重要な科学活動に注力しています。微小重力環境での
軟骨細胞の成長研究は、関節炎やスポーツ傷害といった地球上の疾患に対する革新的な
治療法開発に繋がる可能性を秘めています。同時に、微小重力下でコロイド結晶がどの
ように3D構造を形成するかを解明する実験も進められており、これは次世代の材料科学
と技術開発に新たな道を開くものです。

技術・臨床詳細

軟骨組織製造の研究では、微小重力下での細胞培養が、地球上では困難な均一で高品質
な組織構造を形成できるという特性を活用しています。重力がないため、細胞は沈降す
ることなく浮遊し、より自然に近い3次元構造を構築しやすくなります。これにより、
関節軟骨の損傷を修復するための自己修復型インプラントや、より効果的な再生医療ア
プローチの開発が期待されます。コロイド結晶の3D構造形成の実験では、微小重力下で
の粒子の相互作用と配列が、特定の物理的特性を持つ材料をどのように生成するかを詳
細に観察します。この知見は、新たなフォトニック結晶、スマートマテリアル、または
超伝導体といった先端材料の開発に応用される可能性があります。クルーは、専用の微
小重力実験装置内で細胞や粒子を操作し、高解像度カメラでその成長や構造変化を記録
しています。

背景・業界文脈

宇宙製造は、地球上の産業が直面する限界を克服するための新たなフロンティアとし
て、世界中で注目されています。微小重力環境は、対流や沈降効果がないため、医薬品
の結晶化、半導体製造、光ファイバー生産、そして生物学的組織工学において独自の利
点を提供します。NASAは長らくISSを生命科学と材料科学の「軌道上ラボ」として活用
しており、近年ではRedwireやVarda Space Industriesといった民間企業もこの分野に参
入し、商業的な宇宙製造を推進しています。軟骨研究は、宇宙飛行士の長期ミッション
における健康維持（骨や関節の劣化対策）という宇宙医学的意義と、地球上の患者への
直接的な医療応用という二重の価値を持っています。



今後の展望

ISSでのこれらの宇宙製造実験の成果は、地球上の医療と産業に計り知れない影響を与
えるでしょう。軟骨組織製造技術の進展は、関節炎などの慢性疾患に苦しむ患者に新た
な治療選択肢を提供し、生活の質を向上させる可能性があります。先端材料製造の研究
は、より高性能で耐久性のある製品の開発を促進し、電子機器、航空宇宙、エネルギー
といった様々な産業に革命をもたらすかもしれません。これらの宇宙由来の技術は、最
終的に地球上の製造プロセスを補完・強化し、人類の技術的進歩と福祉に貢献すること
が期待されます。宇宙は、単なる探査の場から、地球の未来を形作る「生産拠点」へと
進化しつつあります。

元記事: https://www.nasa.gov/blogs/spacestation/2026/06/22/crew-starts-week-with-bioengineering-

space-manufacturing-and-spacewalk-preps/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/blogs/spacestation/2026/06/22/crew-starts-week-with-bioengineering-space-manufacturing-and-spacewalk-preps/
https://www.nasa.gov/blogs/spacestation/2026/06/22/crew-starts-week-with-bioengineering-space-manufacturing-and-spacewalk-preps/


#22 LMA Consulting Group: SpaceXの低コスト打ち上げ
が宇宙での高付加価値製造を経済的に実現可能に

022_LMA Consulting Group SpaceXの低コスト打ち上げが宇宙での高付加価値製造を経

概要

LMA Consulting Groupは、SpaceXによる再利用可能なロケット開発が、打ち上げコス
トを大幅に削減し、ペイロード能力を向上させたことで、宇宙空間での高付加価値製
品製造が経済的に実現可能になったと分析しています。微小重力環境は、高純度半導

体、高度光ファイバー、特殊医薬品、そして新規合金や結晶の製造において、独自の
プロセスを可能にします。このコスト低下と能力拡大は、地球外での新たなサプライ
チェーンを創出し、宇宙製造産業の産業化を加速させることで、地球上の産業に新た

な価値をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年06月23日  LMA Consulting Group  アメリカ



詳細

主要成果

LMA Consulting Groupの分析によると、SpaceXが開発した再利用可能なロケット技術
は、宇宙への打ち上げコストを劇的に削減し、同時にペイロード能力を向上させまし
た。この進展により、高付加価値製品の宇宙空間での製造が経済的に実現可能な領域に
入り、地球外での新たなサプライチェーンが生まれる可能性が示されています。微小重
力環境は、高純度半導体、高度光ファイバー、特殊医薬品、および新規合金や結晶の製
造において、地球上では達成できない独自のプロセスを可能にします。

技術・臨床詳細

微小重力環境下では、対流や沈降といった重力に起因する物理現象が抑制されます。こ
れにより、液体や溶融材料において不純物の混入が減り、より均一で完璧な結晶構造や
組織を形成することができます。具体的な応用例としては、以下の点が挙げられます。

高純度半導体： 地上では困難な、欠陥の少ない単結晶シリコンやガリウムヒ素など
の製造。

高度光ファイバー： 重力によるガラスの不均一性を排除し、超低損失で高品質な光
ファイバーの生産。

特殊医薬品： タンパク質結晶化の改善により、より効果的で安定した薬物製剤の開
発や、難溶性薬物の溶解度向上。Varda Space Industriesなどの企業が実証を進めてい
る。

新規合金や結晶： 地上では混合しにくい異なる金属を均一に混ぜ合わせることで、
これまで存在しなかった特性を持つ新素材の創製。

これらのプロセスは、地球上での製造では品質、純度、または効率の面で限界がある製
品に特に有効です。SpaceXの打ち上げサービスの費用対効果の改善は、これらの宇宙製
造プロセスに必要なアクセスの障壁を大幅に下げています。



背景・業界文脈

宇宙産業は、過去数十年にわたり、政府主導の探査から民間企業が主導する商業化へと
大きくシフトしてきました。SpaceXのFalcon 9やStarshipのような再利用可能なロケッ
トは、この変革の最前線にあり、打ち上げサービスをコモディティ化することで、軌道
上での新たなビジネスモデルを可能にしました。地球上の製造業は、リソースの制約、
環境規制、そしてサプライチェーンの脆弱性といった課題に直面しており、宇宙製造は
これらの課題に対する新たな解決策を提供する可能性を秘めています。英国が宇宙で製
造された医薬品の規制経路を公表したことも、この産業の成長を後押しする国際的な動
きの一例です。

今後の展望

SpaceXによる打ち上げコストの継続的な削減とペイロード能力の拡大は、宇宙製造の産
業化をさらに加速させるでしょう。将来的には、宇宙で製造された高付加価値製品が、
地球上の様々な産業（エレクトロニクス、通信、医療、航空宇宙など）に供給され、新
たな市場と雇用を創出することが期待されます。宇宙は、単なるフロンティアではな
く、地球の産業を補完し、強化する「次世代の工場」としての役割を担いつつありま
す。この進化は、人類の技術的進歩と経済発展に不可欠な要素となり、宇宙経済全体の
成長を牽引する主要な原動力となるでしょう。

元記事: https://www.lma-consultinggroup.com/manufacturing-in-space/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.lma-consultinggroup.com/manufacturing-in-space/


#23 SpaceX Starlink網がクラウドコンピューティングを
変革：宇宙ベースAIインフラで遠隔地接続とレジリエンス
向上

023_SpaceX Starlink網がクラウドコンピューティングを変革：宇宙ベースAIインフラで遠隔地
接

概要

AIインフラの需要が急増する中、宇宙ベースのAIインフラがクラウドコンピューティ
ングを根本的に変革する可能性が議論されています。SpaceXのStarlinkネットワークの

拡大は、軌道インフラがAI関連コンピューティングおよびグローバルデータ移動をサ
ポートする新たな機会を提供します。この宇宙ベースのAIインフラは、リモート地域
へのサービス拡張、通信のレジリエンス向上、そして競争環境の再定義をもたらす可

能性があり、地上のデータセンターが直面する課題に対する革新的な解決策として注
目されています。

公開日 2026年06月25日  Senior Executive  アメリカ



詳細

主要成果

AIインフラへの需要が地球上で爆発的に増加する中、宇宙ベースのAIインフラがクラウ
ドコンピューティングの未来を根本的に変革する可能性について活発な議論が展開され
ています。SpaceXが展開するStarlinkネットワークの継続的な拡大は、軌道上インフラ
がAI関連コンピューティングおよびグローバルなデータ移動をサポートする新たな機会
を創出していることを示唆しています。この革新的なアプローチは、リモート地域への
サービス拡張、通信のレジリエンス（回復力）向上、そして既存の競争環境の再定義を
もたらすと期待されています。

技術・臨床詳細

宇宙ベースのAIインフラは、低地球軌道（LEO）に配備された多数のAI対応衛星から構
成されます。これらの衛星は、自由空間光通信（FSO ISL）などの高速レーザーリンク
を介して互いに接続され、分散型コンピューティングネットワークを形成します。軌道
上では、豊富な太陽エネルギーをほぼ連続的に利用でき、地上のデータセンターに比べ
て最大8倍の発電量が得られると推定されています。また、宇宙の真空は自然なヒート
シンクとして機能するため、冷却タワーが不要となり、運用効率が大幅に向上します。
技術的課題としては、宇宙放射線による電子機器の損傷を防ぐための放射線耐性設計、
極端な温度変化に対応する熱管理、そして多数の衛星の精密な軌道維持と自律運用が挙
げられます。AIチップを軌道上で安全かつ効率的に稼働させるには、これらの課題を克
服する高度な技術ソリューションが必要です。

背景・業界文脈

地上のクラウドコンピューティングインフラは、莫大な電力消費、熱放散、土地利用の
課題に直面しており、AIワークロードの急増はこれらの問題をさらに深刻化させていま
す。このような背景から、宇宙空間は、クリーンなエネルギー、自然な冷却、そして物
理的セキュリティを提供することで、これらの地上制約に対する魅力的な解決策として
浮上しています。SpaceXのStarlinkは、すでに世界中で数百万人のユーザーにインター
ネット接続を提供しており、その成功は、大規模な衛星コンステレーションが通信イン
フラとしての役割を超え、コンピューティング能力を統合できる可能性を示していま
す。Axiom SpaceやStarcloudといった他の企業も、軌道上データセンターの開発を進め
ており、宇宙ベースのAIは、将来のデジタル経済の不可欠な要素となりつつあります。



今後の展望

宇宙ベースのAIインフラは、クラウドコンピューティングサービスを新たなフロンティ
アへと押し上げ、特にこれまでサービスが行き届かなかった遠隔地や発展途上地域に高
速で信頼性の高いAI処理能力を提供できるでしょう。これにより、グローバルなデジタ
ル格差の解消に貢献し、新たな経済機会を創出します。また、地上での自然災害やサイ
バー攻撃によって通信が途絶した場合でも、宇宙ベースのネットワークがバックアップ
として機能し、より強靭なグローバル接続性を提供します。将来的には、地球観測デー
タのリアルタイム分析、自動運転車のためのグローバルAI処理、そしてスマートシティ
インフラの最適化など、幅広い応用が期待されます。技術的な課題が解決され、標準化
が進むにつれて、宇宙は間違いなく次世代のクラウドコンピューティングの「エッジ」
となるでしょう。

元記事: https://seniorexecutive.com/space-based-ai-infrastructure-cloud-telecom-future/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://seniorexecutive.com/space-based-ai-infrastructure-cloud-telecom-future/


#24 Varda Space Industriesが3.29億ドルを調達、無重力
製造プラットフォームと再突入カプセルで宇宙製造市場を
牽引

024_Varda Space Industriesが3.29億ドルを調達、無重力製造プラットフォームと再突

概要

Varda Space Industriesは、設立以来3億2,900万ドル（約517億円）の資金を調達し、無

重力環境で性能が向上する製品（光ファイバーケーブル、医薬品、半導体など）を軌
道上の製造プラットフォームで製造することを目指しています。同社は、製造された
製品を独自の再突入カプセルで安全に地球に届けることで、商業的な宇宙製造市場を

確立しようとしています。この大規模な資金調達は、宇宙製造エコシステムにおける
Vardaのリーダーシップを確固たるものにし、地球上では困難な高付加価値製品の生産
を現実のものとするための重要な一歩となります。

公開日 2026年06月18日  Forge Global  アメリカ



詳細

主要成果

Varda Space Industriesは、設立以来、Khosla Ventures、Lux Capital、Founders Fundと
いった主要ベンチャーキャピタルから、総額3億2,900万ドル（約517億円、1ドル157円
換算）の資金を調達しました。この潤沢な資金力を背景に、同社は無重力環境で性能が
向上する高付加価値製品（光ファイバーケーブル、医薬品、半導体など）を軌道上の製
造プラットフォームで製造し、独自の自律型再突入カプセルで安全に地球に帰還させる
という、革新的なビジネスモデルを推進しています。これにより、Vardaは商業的な宇
宙製造市場の確立を加速させています。

技術・臨床詳細

Varda Space Industriesのビジネスモデルの核心は、微小重力環境が提供する独自の物理
的利点を活用することにあります。地球上では、重力による対流や沈降が材料の品質や
構造に悪影響を与えることがありますが、宇宙の無重力下ではこれらの現象が抑制され
ます。これにより、以下の分野で顕著な品質向上が期待できます。

医薬品： タンパク質結晶化の均一性と純度を向上させ、より効果的で副作用の少な
い新薬の開発に貢献します（抗HIV薬リトナビルを用いた実証ミッションに成功）。

光ファイバーケーブル： 地上では不可能とされる超低損失で高品質な光ファイバー
の製造が可能となり、次世代通信の帯域幅を飛躍的に拡大します。

半導体： 欠陥の少ない結晶成長を可能にし、高性能な電子デバイスの実現に寄与し
ます。

同社は、SpaceXやBlue Originの打ち上げサービスを利用し、製造モジュールを宇宙に送
り込みます。製造完了後、製品を搭載した再突入カプセルは、地球の大気圏に自律的に
再突入し、指定された着陸地点に正確に降下します。この一貫したプロセスは、宇宙製
造の物流課題を解決し、商業的な実用性を高めます。



背景・業界文脈

宇宙産業は、再利用可能ロケット技術の進歩により打ち上げコストが劇的に低下し、新
たな商業的機会が生まれています。Varda Space Industriesは、この新しい宇宙経済にお
いて、製造業という重要なセクターを確立しようとしています。製薬分野では、
RedwireやSpacePharma、Orbital Medicineなども微小重力での医薬品製造に注力してお
り、英国が宇宙製造医薬品の規制経路を公表するなど、国際的な規制枠組みも整いつつ
あります。Vardaの資金調達は、このような成長市場における民間投資の関心の高さを
示しており、宇宙製造エコシステムの発展を加速させるものです。

今後の展望

Varda Space Industriesの取り組みは、宇宙が単なる探査の場ではなく、地球の産業を補
完し、新たな高付加価値製品を生み出す「商業工場」となる未来を明確に示していま
す。同社は、医薬品、極超音速試験、光ファイバーなど、地球上では製造が困難な製品
の軌道上製造を加速させており、これにより、地球のサプライチェーンのレジリエンス
が向上し、経済全体に新たな価値がもたらされるでしょう。今後の課題は、製造プロセ
スのスケールアップとコスト効率のさらなる最適化ですが、Vardaは強力な技術チーム
と潤沢な資金力によって、この分野の先駆者としての地位を確立していくことが期待さ
れます。

元記事: https://forgeglobal.com/varda-space-industries_ipo/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://forgeglobal.com/varda-space-industries_ipo/


#25 オーバーン大学とNASAが微小重力下での電子部品直
接製造プロセスを実証

025_オーバーン大学とNASAが微小重力下での電子部品直接製造プロセスを実証

概要

オーバーン大学とNASAマーシャル宇宙飛行センターの研究チームは、宇宙空間で電子
部品を直接製造できる新しい積層造形（AM）プロセスを実証しました。npj Advanced

Manufacturingに発表されたこの画期的な研究は、乾式でインク不要の印刷プロセスを

用いて、導電性の銀および銅構造を微小重力下で効率的に製造できることを示してい
ます。この技術は、将来の宇宙ミッションにおいて、故障した電子機器のオンデマン
ド修理や、特定のミッション要件に合わせた電子機器のカスタマイズ製造を可能に

し、宇宙探査の自律性と持続可能性を飛躍的に向上させる可能性を拓きます。

公開日 2026年06月25日  3DPrint.com  アメリカ



詳細

主要成果

オーバーン大学とNASAマーシャル宇宙飛行センターの共同研究チームは、宇宙空間で
電子部品を直接製造できる革新的な積層造形（AM）プロセスを実証しました。npj
Advanced Manufacturing誌に発表されたこの研究は、インク不要の乾式印刷プロセスを
用いて、導電性の銀および銅構造を微小重力下で効率的に製造できることを示してお
り、将来の宇宙ミッションにおけるオンデマンド電子機器製造の可能性を大きく広げま
す。このブレークスルーは、宇宙探査の自律性と持続可能性を劇的に向上させる潜在能
力を秘めています。

技術・臨床詳細

開発された積層造形プロセスは、特殊な乾式印刷技術に基づいています。この技術は、
微小重力環境における粒子の挙動と、熱処理を組み合わせることで、導電性インクや液
体の使用を必要とせず、直接的に金属構造を形成します。実験では、銀と銅の微粒子
が、微小重力下で制御された方法で堆積され、その後、局所的な熱によって焼結され、
導電性のある回路や部品が生成されました。微小重力環境は、地球上では困難な、材料
の均一な堆積と緻密な構造形成を可能にします。このプロセスは、宇宙船の修理に必要
なスペアパーツ、または特定の科学実験のためのカスタム電子回路などを、宇宙飛行士
自身が軌道上で製造できる道を開きます。これにより、地球からの高価で時間のかかる
補給ミッションの必要性が減少します。

背景・業界文脈

現在の宇宙ミッションでは、すべての電子部品は地球上で製造され、打ち上げ前に厳格
なテストを受けています。しかし、深宇宙ミッションや長期滞在ミッションでは、予期
せぬ故障やミッションの変更により、新たな電子部品が必要となる場合があります。地
球からの補給は、時間的制約、高コスト、ペイロード能力の限界という課題を伴いま
す。オンデマンドでの宇宙製造は、これらの課題に対する直接的な解決策を提供し、宇
宙探査の柔軟性とレジリエンスを向上させます。Vanderbilt大学の研究者が放射線耐性
デバイスを開発しているように、宇宙環境での電子機器の信頼性は極めて重要であり、
今回の製造技術は、そうした耐久性のある部品の現場生産に貢献する可能性がありま
す。



今後の展望

この宇宙における電子部品直接製造技術の確立は、将来の月面基地や火星探査ミッショ
ンにおいて、画期的な影響をもたらすでしょう。宇宙飛行士は、故障した部品を修理す
るために地球に依存することなく、その場で新しい部品を製造できるようになります。
これにより、ミッションの自律性が高まり、期間が延長され、コストが削減される可能
性があります。さらに、この技術は、月面や火星での居住地建設に必要なインフラ部品
の製造にも応用できるかもしれません。将来的には、宇宙環境を利用した独自の特性を
持つ電子材料の開発にも繋がり、宇宙製造エコシステムの発展を加速させる重要な柱と
なることが期待されます。

元記事: https://3dprint.com/327471/study-shows-electronics-could-be-manufactured-directly-in-

space/amp/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://3dprint.com/327471/study-shows-electronics-could-be-manufactured-directly-in-space/amp/
https://3dprint.com/327471/study-shows-electronics-could-be-manufactured-directly-in-space/amp/


#26 アメリカ、中国・ロシアの計画に対抗し2030年まで
に100キロワット級月面原子力炉設置を目標、2028年には
NASAがSR-1 Freedomを打ち上げ

026_アメリカ、中国・ロシアの計画に対抗し2030年までに100キロワット級月面原子力炉設置
を目標、202

概要

米国は、中国とロシアが2033年から2035年にかけて月面原子力炉を共同開発するとい
う発表を受けて、2030年までに100キロワット級の月面原子力炉を着陸させるという

野心的な目標を掲げました。これに先立ち、NASAは2028年末までに小型惑星間核分
裂炉「SR-1 Freedom」を打ち上げる計画を進めており、これは核電気推進システムと
して機能し、火星に3機のヘリコプターを投入する「Skyfall」ミッションも含まれてい

ます。この動きは、長期的な月面滞在と深宇宙探査に必要な持続可能なエネルギー源
を確保するための国際的な競争が激化していることを示しています。

公開日 2026年06月19日  Autonocion.com  アメリカ



詳細

主要成果

米国は、2030年までに月面に100キロワット級の原子力炉を着陸させるという国家的な
目標を正式に発表しました。この目標は、中国とロシアが2033年から2035年にかけて
月面原子力発電所を共同開発すると公表したことを受け、宇宙における核エネルギー利
用の競争が激化している状況を反映したものです。NASAは、この目標達成に向けた重
要なステップとして、2028年末までに小型惑星間核分裂炉「Space Reactor-1 Freedom

（SR-1 Freedom）」を打ち上げる計画を推進しています。SR-1 Freedomは、月面およ
び深宇宙探査におけるエネルギー自立の鍵となります。

技術・臨床詳細

米国が計画する100キロワット級の月面原子力炉は、月の2週間に及ぶ夜間でも持続的に
基地を稼働させるための安定した電力供給源となります。これは、太陽光発電だけでは
不十分な極限環境において不可欠です。SR-1 Freedomは、深宇宙での核電気推進
（NEP）を実証するために設計されており、従来の化学推進システムよりもはるかに少
ない燃料で、より速く、より遠くへのミッションを可能にします。例えば、NEPは火星
への有人旅行期間を90日以内に短縮する可能性を秘めています。また、SR-1 Freedom
は「Skyfall」ペイロードとして3機の火星ヘリコプターを火星に届けるミッションも含
まれており、これは火星の大気圏における新たな探査能力を実証します。これらのシス
テムは、高い放射線耐性と遠隔操作能力を持つように設計されており、宇宙環境での安
全性と信頼性を確保します。

背景・業界文脈

宇宙における原子力技術の利用は、深宇宙探査や月面・火星基地の建設において、安定
した電力と推進力を提供する上で不可欠です。歴史的に、米国のエネルギー省（DOE）
のSNAP（System for Nuclear Auxiliary Power）プログラムは、1965年に軌道上で500ワ
ット以上の電力を43日間生成したSNAP 10Aなど、小型原子炉の先駆的な開発を行って
きました。中国とロシアの月面原子力発電所計画は、宇宙における戦略的優位性をめぐ
る新たな競争を浮き彫りにしており、米国はこれに対抗し、自身の技術的リーダーシッ
プを再確認する必要があります。NASAのアルテミス計画は、月面での持続的な人間の
存在を確立することを目標としており、核エネルギーはその実現に不可欠な要素です。



今後の展望

米国の月面原子力炉計画とSR-1 Freedomの打ち上げは、月面での長期滞在と火星への
有人ミッションの実現可能性を飛躍的に高めるでしょう。安定した電力供給は、科学研
究、資源採掘、そして最終的には地球外での居住地の確立のための基盤を提供します。
この技術開発競争は、宇宙産業全体における技術革新を加速させ、新たなサプライチェ
ーンと商業的機会を創出する可能性があります。宇宙における核エネルギーの安全で効
率的な利用は、人類の太陽系全体への進出を可能にする上で、最も重要なステップの一
つとなるでしょう。

元記事: https://www.autonocion.com/us/america-nuclear-reactor-moon/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.autonocion.com/us/america-nuclear-reactor-moon/


#27 TechRadarが分析：宇宙が次なるネットワークエッジ
に進化、軌道上処理で地球観測データのボトルネック解消

027_TechRadarが分析：宇宙が次なるネットワークエッジに進化、軌道上処理で地球観測デー
タのボトルネ

概要

TechRadarは、宇宙が次なるネットワークエッジとして急速に進化しており、地球観測

システムが生成する膨大な量の画像データやセンサーデータの一部を軌道上で処理す
ることで、帯域幅要件を削減し、洞察を加速させる可能性を分析しています。宇宙の
制約（打ち上げ能力、放射線、発電、冷却、物理的サイズなど）により、軌道上の計

算リソースは地球上のハイパースケールインフラよりも小型で専門化される可能性が
あります。これは、地上のデータセンターが直面する課題を補完し、地球上のあらゆ

る場所にAIサービスを提供する上で重要な役割を果たすと期待されています。

公開日 2026年06月19日  TechRadar  イギリス



詳細

主要成果

TechRadarの分析によると、宇宙空間は「次なるネットワークエッジ」として急速に進
化しており、地球観測システムが生成する膨大な量の画像データやセンサーデータの一
部を軌道上で直接処理することで、地球へのデータ伝送における帯域幅のボトルネック
を解消し、より迅速な洞察提供を可能にする可能性を秘めています。この軌道上での計
算能力の活用は、地上のインフラへの負担を軽減し、グローバルなデータ処理能力を再
定義するものです。

技術・臨床詳細

宇宙エッジコンピューティングは、主に低地球軌道（LEO）に配備された小型衛星群に
高性能な処理能力を組み込むことで実現されます。これらの衛星は、自由空間光通信
（FSO ISL）などの高速レーザーリンクを介して互いに通信し、地上のゲートウェイと
連携します。軌道上のコンピューティングリソースは、地上のハイパースケールデータ
センターとは異なり、宇宙環境の制約（限られた打ち上げ能力、放射線耐性、発電能
力、冷却要件、物理的サイズ）に対応するため、より小型で専門化された設計となりま
す。例えば、AIチップは放射線耐性が高く、低消費電力であることが求められます。地
球観測衛星が取得した大量のRAWデータを軌道上で事前に処理（フィルタリング、圧
縮、特徴抽出など）することで、地球への伝送データ量を大幅に削減し、ユーザーはほ
ぼリアルタイムで分析結果を受け取ることが可能になります。これにより、災害監視、
農業管理、防衛・情報収集といった分野での意思決定が加速されます。

背景・業界文脈

地球観測衛星の数は増加の一途を辿り、日々生成されるデータ量はTB（テラバイト）規
模からPB（ペタバイト）規模へと拡大しています。この膨大なデータを効率的に処理
し、価値ある情報に変えることは、地上のデータセンターと通信インフラに大きな負担
をかけています。SpaceXのStarlinkのようなメガコンステレーションの展開は、宇宙に
多数の「コンピューティングノード」を配置する技術的基盤を提供しました。また、AI

技術の発展は、これらのエッジノードでの自律的なデータ処理を可能にし、宇宙を単な
るデータ収集の場から、データ処理と分析の拠点へと変貌させています。宇宙ベースの
AIインフラは、地上のクラウドコンピューティングと連携し、グローバルなデータ可用
性とレジリエンスを向上させる重要な役割を担います。



今後の展望

宇宙が次なるネットワークエッジとなることで、地上のあらゆる場所、特にこれまで通
信インフラが未整備だった遠隔地にも、高性能なAIサービスが提供可能になるでしょ
う。これにより、デジタル格差の解消に貢献し、新たな経済機会を創出します。また、
宇宙ベースのエッジコンピューティングは、セキュリティとプライバシーの強化にも繋
がり、機密性の高い軍事・情報データの処理に利用される可能性があります。今後は、
衛星のオンボード処理能力の向上、光通信技術のさらなる発展、そして軌道上でのデー
タ処理と地上へのダウンリンクの最適なバランスの確立が焦点となります。宇宙は、人
類のグローバルな接続性と情報処理能力を飛躍的に高める、不可欠なインフラとなるこ
とが期待されます。

元記事: https://www.techradar.com/pro/space-as-the-next-network-edge-the-evolution-of-global-

connectivity

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.techradar.com/pro/space-as-the-next-network-edge-the-evolution-of-global-connectivity
https://www.techradar.com/pro/space-as-the-next-network-edge-the-evolution-of-global-connectivity


#28 豊田合成、日本のElevationSpaceに投資し宇宙技術分
野へ多角化、耐熱材料の小型衛星でペイロード高頻度回収
を目指す

028_豊田合成、日本のElevationSpaceに投資し宇宙技術分野へ多角化、耐熱材料の小型衛星で
ペイロ

概要

豊田合成は、東北大学発の宇宙スタートアップであるElevationSpace Inc.への投資を通
じて、宇宙技術分野への多角化を図ると発表しました。ElevationSpaceは、耐熱材料を

用いた回収可能な小型衛星を開発しており、これによりペイロードや研究結果をより
高頻度で地球に帰還させることを可能にします。この戦略的投資は、豊田合成が自動
車部品製造で培った材料技術を宇宙分野に応用する機会を創出し、日本の宇宙産業に

おける重要なサプライヤーとしての地位を確立することを目指すものです。大日本印
刷もElevationSpaceに資本・業務提携しており、日本企業による宇宙進出が加速してい
ます。

公開日 2026年06月26日  ERJ (European Rubber Journal)  日本



詳細

主要成果

豊田合成は、東北大学発の宇宙スタートアップであるElevationSpace Inc.への投資を発
表し、これにより宇宙技術分野への多角化を推進します。ElevationSpaceは、先進的な
耐熱材料を活用した回収可能な小型衛星の開発を専門としており、これにより軌道上で
の実験ペイロードや製造された研究結果を、より高頻度かつ効率的に地球に帰還させる
ことを可能にします。この投資は、豊田合成が自動車産業で培った精密な材料製造技術
とノウハウを、成長する宇宙産業に応用する戦略的な動きとなります。

技術・臨床詳細

ElevationSpaceが開発している回収可能な小型衛星は、揚力誘導再突入技術を中核とし
ています。この技術は、衛星が地球の大気圏に再突入する際の空力特性を精密に制御
し、指定された場所へ安全に着陸させることを可能にします。特に、再突入時の極超音
速環境で発生する膨大な熱からペイロードを保護するために、革新的な耐熱材料が不可
欠です。豊田合成は、長年の自動車部品製造で培ったゴム・樹脂の配合技術や精密加工
技術を応用し、軽量かつ高強度、高耐熱性を持つ複合材料の開発に貢献することが期待
されます。これにより、衛星の重量を軽減しつつ、再突入カプセルの安全性を高めるこ
とができます。この技術は、軌道上での研究開発や製造で得られたサンプルを、迅速か
つ確実に地上に持ち帰る「宇宙物流」のボトルネックを解消する鍵となります。

背景・業界文脈

近年、低地球軌道（LEO）での商業活動が活発化しており、微小重力下での医薬品開
発、新素材創製、半導体製造といった分野で、軌道上での実験結果や製品を地球に回収
するニーズが急速に高まっています。従来の回収手段は高コストで頻度が限られていた
ため、ElevationSpaceのような革新的な再突入技術は、この課題に対する費用対効果の
高い解決策を提供します。大日本印刷（DNP）もElevationSpaceと資本・業務提携を結
んでおり、日本の主要企業が宇宙産業の新たなエコシステム構築に貢献しようとしてい
ます。これは、グローバルな宇宙経済における日本のプレゼンスを高める上で重要な動
きとなります。



今後の展望

豊田合成のElevationSpaceへの投資は、単なる資金提供に留まらず、同社の技術的シナ
ジーと長期的な成長戦略を反映しています。ElevationSpaceの回収可能な小型衛星技術
は、医薬品、半導体、先端材料といった高付加価値製品の宇宙製造を促進し、最終的に
は地球上の産業に新たな価値をもたらすでしょう。また、この技術は、将来の月面基地
建設や火星探査における物資輸送およびサンプルリターンミッションへの応用も期待さ
れます。豊田合成のような既存産業の大手が宇宙分野に参入することで、宇宙産業全体
のサプライチェーンが強化され、日本の技術革新が加速されることが期待されます。

元記事: https://www.european-rubber-journal.com/article/2099344/toyoda-gosei-diversifies-into-space-

tech-with-investment-in-japanese-startup

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-rubber-journal.com/article/2099344/toyoda-gosei-diversifies-into-space-tech-with-investment-in-japanese-startup
https://www.european-rubber-journal.com/article/2099344/toyoda-gosei-diversifies-into-space-tech-with-investment-in-japanese-startup


#29 ElevationSpaceがDNP・豊田合成の支援で4,000万ド
ル調達、衛星再突入技術で2029年ISS実証へ

029_ElevationSpaceがDNP・豊田合成の支援で4,000万ドル調達、衛星再突入技術で2029

概要

日本の宇宙スタートアップElevationSpaceは、衛星再突入技術の開発を目的として、大
日本印刷（DNP）と豊田合成からの支援を含む4,000万ドル（約63億円）のシリーズB

資金調達を完了しました。同社はJAXAと協力し、2029年の国際宇宙ステーション

（ISS）での技術実証を目指しています。この資金調達は、ElevationSpaceが軌道上で
の研究・製造・回収サービスを確立し、将来の火星着陸や有人回収といった野心的な
目標に向けた重要な一歩となります。日本の宇宙産業における商業化と国際競争力強

化に大きく貢献すると期待されています。

公開日 2026年06月23日  TechCrunch  日本



詳細

主要成果

日本の宇宙スタートアップElevationSpaceは、衛星再突入技術の開発を加速させるた
め、4,000万ドル（約63億円、1ドル157円換算）のシリーズB資金調達を完了しました。
この資金調達は、大日本印刷（DNP）と豊田合成といった日本の主要企業からの支援を
含んでおり、同社の技術開発と事業拡大に強力な後押しとなります。ElevationSpace

は、JAXA（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構）と連携し、2029年には国際宇宙
ステーション（ISS）での技術実証を目指しています。これは、軌道上での研究・製
造・回収サービスを実現するための重要なステップです。

技術・臨床詳細

ElevationSpaceが開発する衛星再突入技術は、軌道上での実験結果や製造された製品
を、安全かつ費用対効果の高い方法で地球に回収することを可能にします。この技術の
核心は、揚力誘導再突入システムと、再突入時の極端な熱からペイロードを保護するた
めの高性能耐熱材料にあります。同社は、無人プラットフォーム「ELS-R」で軌道上研
究・開発・製造をサポートし、高頻度ペイロード回収サービス「ELS-RS」を提供するこ
とで、宇宙製造の商業化を加速させます。DNPは材料試験・評価に関する専門知識を提
供し、豊田合成は自動車部品製造で培った材料技術を応用して、耐熱材料の開発に貢献
します。これらの技術連携により、再突入カプセルの信頼性と安全性が向上し、宇宙と
地球間の物流がより効率的になります。

背景・業界文脈

低地球軌道（LEO）における商業活動の活発化に伴い、宇宙で開発・製造された製品や
サンプルを地球に回収するニーズが急速に高まっています。Varda Space Industriesなど
の海外企業も同様の再突入サービスを開発しており、この分野は国際的な競争が激化し
ています。ElevationSpaceの資金調達は、日本がこの新しい宇宙経済において主導的な
役割を果たすことを目指していることを示しています。日本の主要産業界からの支援
は、単なる資金提供に留まらず、技術的な連携とサプライチェーンの強化を通じて、日
本の宇宙産業全体の成長を後押しするものです。JAXAとの協力は、技術の信頼性を高
め、国際標準に適合させる上で不可欠です。



今後の展望

ElevationSpaceは、2029年のISSでの技術実証を皮切りに、軌道上研究・製造・回収サー
ビスの本格展開を目指します。このサービスは、医薬品開発、新素材創製、半導体製造
といった高付加価値分野に新たな機会をもたらすでしょう。同社は、将来的に火星着陸
や有人回収といったさらに野心的なミッションへの技術応用も視野に入れており、日本
の宇宙技術のフロンティアを拡大することが期待されます。この投資と技術開発は、日
本が宇宙産業における国際競争力を強化し、グローバルな宇宙経済において中心的なプ
レイヤーとなるための重要なステップとなるでしょう。

元記事: https://matthewbernard776320.substack.com/p/shield-ai-acquistions-japan-builds

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://matthewbernard776320.substack.com/p/shield-ai-acquistions-japan-builds


#30 Vastが微小重力研究・製造ネットワークを大幅拡大、
Haven-1で幹細胞科学・再生医療・バイオプリンティング
を推進

030_Vastが微小重力研究・製造ネットワークを大幅拡大、Haven-1で幹細胞科学・再生医療・
バイオプリ

概要

Vastは、UC San DiegoのSanford Stem Cell Institute、Auxilium Biotechnologies、
LambdaVision、BioOrbitといった主要パートナーとの間で覚書を締結し、微小重力研

究・製造ネットワークを大幅に拡大しました。このネットワークは、次世代の商業宇
宙ステーションであるHavenステーションでの研究・技術開発を支援することを目的
としています。特に、微小重力下での幹細胞科学、再生医療、バイオプリンティン

グ、タンパク質医薬品の結晶化といった最先端分野での進歩を加速させることを目指
しており、宇宙を医療イノベーションの新たな拠点として確立するものです。

公開日 2026年06月24日  VAST  アメリカ



詳細

主要成果

商業宇宙ステーション開発企業のVastは、UC San DiegoのSanford Stem Cell Institute、
Auxilium Biotechnologies、LambdaVision、BioOrbitといった主要な研究機関および企業
との間で覚書（MOU）を締結し、微小重力研究・製造ネットワークを大幅に拡大しま
した。この戦略的なネットワークは、Vastが開発する次世代の商業宇宙ステーション
「Havenステーション」における研究および技術開発を支援することを目的としていま
す。これにより、微小重力環境下での幹細胞科学、再生医療、バイオプリンティング、
タンパク質医薬品の結晶化といった最先端分野での画期的な進歩が加速されることが期
待されます。

技術・臨床詳細

微小重力環境は、地球上では困難な特定の生物学的および物理的プロセスを可能にしま
す。例えば、幹細胞は重力によるストレスがないため、より均一に、そしてより制御さ
れた方法で増殖・分化させることが可能です。これは、再生医療分野における組織工学
や細胞治療に新たな道を開きます。バイオプリンティング技術は、微小重力下で、より
複雑で精密な3D生体構造物（臓器や組織のモデル）を作成できる可能性があり、新薬開
発や疾患研究を加速させます。また、タンパク質医薬品の結晶化では、微小重力環境が
より大きく、より純粋で、構造的に完璧な結晶の形成を促進し、これにより薬効の改善
や副作用の低減につながる可能性があります（LambdaVisionはタンパク質ベース人工網
膜で実証済み）。VastのHavenステーションは、これらの研究者が長期にわたる実験を
安全かつ効率的に行える、安定した微小重力環境を提供します。

背景・業界文脈

国際宇宙ステーション（ISS）での数十年にわたる研究は、微小重力が生命科学と材料
科学にもたらす独自の利点を明確に示してきました。現在、ISSの後継となる商業宇宙
ステーションの開発が加速しており、Vastはその主要なプレイヤーの一つです。Varda

Space IndustriesやRedwireなどの企業も微小重力製造市場に参入しており、この分野へ
の民間投資は急増しています。英国が宇宙製造医薬品の規制経路を公表したことも、こ
の産業の成長を後押しする重要な国際的な動きです。Vastのネットワーク拡大は、宇宙
を単なる探査の場から、地球の医療ニーズに対応する革新的な製造・研究拠点へと変貌
させるという広範なトレンドの一部です。



今後の展望

Vastによる微小重力研究・製造ネットワークの拡大は、幹細胞科学、再生医療、バイオ
プリンティングの分野で画期的な治療法の開発を加速させるでしょう。Havenステーシ
ョンでの継続的な研究は、アルツハイマー病、パーキンソン病、がんなどの難病に対す
る新たな知見と治療アプローチを提供する可能性があります。また、より高品質なタン
パク質医薬品の製造は、新薬開発のコストと期間を削減し、患者へのアクセスを改善す
ることに貢献するでしょう。このネットワークは、宇宙産業におけるバイオテクノロジ
ーセクターの成長を牽引し、最終的には地球上の医療システムに不可欠な一部となるこ
とが期待されます。宇宙は、人類の健康と福祉の未来を形作る上で、ますます重要な役
割を果たすでしょう。

元記事: https://www.vastspace.com/updates/vast-expands-microgravity-research-and-manufacturing-

network

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.vastspace.com/updates/vast-expands-microgravity-research-and-manufacturing-network
https://www.vastspace.com/updates/vast-expands-microgravity-research-and-manufacturing-network


#31 中国とロシア、2036年までに月面に原子力発電プラ
ント建設を計画：米国Artemis計画と異なる恒久月面基地
戦略

031_中国とロシア、2036年までに月面に原子力発電プラント建設を計画：米国Artemis計画と
異なる恒久

概要

中国とロシアは、共同で月面に原子力発電プラントを建設する大規模な宇宙インフラ
プロジェクトを推進しており、2036年までに月面基地を原子力で稼働させることを目

標としています。これは、太陽光発電に重点を置くNASAのArtemis計画とは対照的
に、月面の14日間に及ぶ長い夜間を乗り切るための恒久的な月面存在を目指す戦略で
す。核エネルギーは、地球外に持続可能な人類の拠点を築く上で不可欠な技術であ

り、国際月面研究ステーション計画の鍵となります。

公開日 2026年06月21日  YouTube (What If)  アメリカ



詳細

主要成果

中国とロシアは、月面に原子力発電プラントを建設するという野心的な宇宙インフラプ
ロジェクトを共同で推進しており、2036年までに月面基地を原子力で稼働させることを
目標としています。この計画は、NASAのArtemis計画が太陽光発電と比較的短期の滞在
に重点を置いているのとは異なり、月面の極めて厳しい環境、特に14日間に及ぶ長い夜
間期間を乗り切るための持続的な電力供給を確保し、より恒久的な人類の月面存在を確
立することを目指しています。

技術・臨床詳細

原子力プラントの目的: 月面の原子力プラントは、国際月面研究ステーション
（ILRS）計画の中心的なインフラとして機能します。その主な目的は、月面の暗闇期
間中でも途切れることなく電力を供給し、生命維持システム、科学実験装置、資源採
掘装置などを安定して稼働させることです。

月面の夜の課題: 月の夜は地球時間で約14日間続き、この間は太陽光発電が全く利用
できません。極低温に達するこの期間を乗り切るには、継続的な熱と電力の供給が必
要であり、原子力はその最も現実的な解決策の一つです。

技術的なアプローチ: 中国とロシアは、小型モジュール式原子炉（SMR）や熱電変換
システムなど、宇宙環境に適した核分裂炉技術の開発を進めていると報じられていま
す。これらは、地球からの最小限の支援で月面で設置・運用できることを想定してい
ます。

Artemis計画との対照: NASAのArtemis計画も月面での核動力利用を検討しています
が、SR-1 Freedomのような推進用原子炉の打ち上げは2028年後半を予定しており、
月面基地への大規模な電力供給はまだ先とされています。中国とロシアの計画は、よ
り早期に月面での原子力発電の確立を目指している点で、異なる戦略を取っていま
す。



背景・業界文脈

月面における持続的な人類の存在と深宇宙探査には、安定した大容量の電力供給が不可
欠です。太陽光発電は有用ですが、月面の夜間や極域の影となる場所では限界がありま
す。このため、宇宙における核動力技術の開発は、各国の宇宙機関にとって最優先事項
の一つとなっています。中国とロシアの協力は、宇宙における国際的な協力関係と競争
関係の両面を反映しており、将来の宇宙資源利用や宇宙支配権を巡る地政学的な意味合
いも持ちます。

今後の展望

中国とロシアが2036年までに月面に原子力発電プラントを稼働させるという目標は、人
類の月面探査史における重要なマイルストーンとなるでしょう。これにより、月面にお
ける科学研究、資源採掘、そして最終的には恒久的な人類の居住地建設が大きく前進す
る可能性があります。宇宙における核動力技術の確立は、月だけでなく火星への有人ミ
ッションや深宇宙探査においても不可欠な要素となり、人類の宇宙活動の範囲を劇的に
拡大する鍵となります。

元記事: https://m.youtube.com/watch?v=wgAs7ys39zE

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://m.youtube.com/watch?v=wgAs7ys39zE


#32 Vanderbilt大学、DARPA助成金で宇宙データセンタ
ー向け耐放射線ワイドバンドギャップ電力デバイスを開発

032_Vanderbilt大学、DARPA助成金で宇宙データセンター向け耐放射線ワイドバンドギャップ
電力デ

概要

Vanderbilt大学のMona Ebrish助教授は、国防高等研究計画局（DARPA）からの助成金

を受け、宇宙空間の過酷な放射線環境に耐えうる、放射線に強いワイドバンドギャッ
プベースの電力デバイスを開発しています。彼女の研究は、宇宙ベースのデータセン
ターや有人居住に必要な効率的な発電および配電を可能にするための電力変換デバイ

スの放射線耐性を大幅に向上させることに焦点を当てています。この技術は、将来の
深宇宙探査と宇宙インフラの持続可能性にとって不可欠です。

公開日 2026年06月23日  Vanderbilt University  アメリカ



詳細

主要成果

Vanderbilt大学のMona Ebrish助教授は、米国防高等研究計画局（DARPA）の助成金を得
て、宇宙空間の極めて過酷な放射線環境に耐えうる、放射線に強いワイドバンドギャッ
プベースの電力デバイスを開発しています。この画期的な研究は、宇宙ベースのデータ
センターや将来の有人居住施設に不可欠な、効率的な発電および配電システムを実現す
るための電力変換デバイスの信頼性と耐久性を飛躍的に向上させることを目指していま
す。

技術・臨床詳細

開発の背景: 宇宙空間、特に地球のバンアレン帯外や深宇宙では、銀河宇宙線や太陽
プロトンイベントによる高エネルギー放射線が常に存在します。これらの放射線は、
従来のシリコンベースの電子デバイスに損傷を与え、故障や性能劣化を引き起こす主
要因となります。宇宙ベースのデータセンターや長期の有人ミッションにおいては、
電力システムの信頼性が極めて重要です。

ワイドバンドギャップ材料の利用: Ebrish助教授の研究は、炭化ケイ素（SiC）や窒化
ガリウム（GaN）などのワイドバンドギャップ（WBG）半導体材料に焦点を当てて
います。これらの材料は、従来のシリコンよりも高い耐電圧、高温耐性、そして本質
的に高い耐放射線特性を持っています。WBG材料を用いることで、放射線による電
荷キャリアの生成やデバイス構造への損傷を抑制し、宇宙環境下での安定した動作を
可能にします。

電力変換デバイスへの応用: 研究では、WBG材料を使用した電力変換デバイス（例：
パワーコンバーター、インバーター）の設計と最適化が行われています。これらのデ
バイスは、太陽電池アレイや核分裂炉から得られた電力を、宇宙船やデータセンター
の電子機器が利用できる適切な電圧と周波数に変換するために不可欠です。放射線耐
性の向上は、宇宙での長期運用における故障率を大幅に低減し、メンテナンスコスト
やミッションリスクを低減します。

DARPAの支援: DARPAからの助成金は、この高リスク・高リターンな研究を加速させ
る上で重要な役割を果たしています。国防機関は、通信衛星、偵察衛星、そして将来
の宇宙防衛システムにおいて、より堅牢で信頼性の高い電子機器を必要としていま
す。



背景・業界文脈

宇宙データセンターの構築や月・火星への有人ミッションの長期化に伴い、宇宙におけ
る電力供給と管理の重要性が増しています。地球上で実績のある技術をそのまま宇宙に
持ち込むことは困難であり、宇宙特有の厳しい環境に対応した新たな材料科学とデバイ
ス工学のブレークスルーが求められています。Ebrish助教授の研究は、この要求に応え
るものであり、宇宙産業全体における次世代インフラ構築の基盤となる可能性を秘めて
います。

今後の展望

Vanderbilt大学の研究成果は、宇宙空間での持続的な計算能力と生命維持システムの実
現に不可欠な技術を提供します。この耐放射線ワイドバンドギャップ電力デバイスが実
用化されれば、宇宙データセンターの効率と信頼性が大幅に向上し、深宇宙探査の安全
性と実現可能性が高まります。将来的には、この技術が月面基地や火星有人ミッション
のエネルギーインフラを支える主要技術の一つとなり、人類の宇宙活動の限界をさらに
押し広げることが期待されます。

元記事: https://engineering.vanderbilt.edu/2026/06/23/vanderbilt-researcher-mona-ebrish-engineers-

radiation-hardened-devices-for-space/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://engineering.vanderbilt.edu/2026/06/23/vanderbilt-researcher-mona-ebrish-engineers-radiation-hardened-devices-for-space/
https://engineering.vanderbilt.edu/2026/06/23/vanderbilt-researcher-mona-ebrish-engineers-radiation-hardened-devices-for-space/


#33 宇宙技術が地上の製造業に革新をもたらす：高性能複
合材料・耐熱合金・積層造形が牽引

033_宇宙技術が地上の製造業に革新をもたらす：高性能複合材料・耐熱合金・積層造形が牽
引

概要

宇宙・航空宇宙技術は、もはやニッチな分野ではなく、ヨーロッパの先進製造業全体

にわたる強力なイノベーションの推進力となっています。極端な温度、放射線、機械
的ストレスに耐える宇宙船用に開発された高性能複合材料や耐熱合金などの先進材料
は、自動車、エネルギーシステム、産業機器で広く応用されています。また、宇宙部

品製造で培われた積層造形（3Dプリンティング）技術の台頭も、このクロスセクター
連携をさらに強化し、製造業の変革を加速させています。

公開日 2026年06月25日  EFFRA  欧州



詳細

主要成果

宇宙・航空宇宙技術は、もはや専門家だけのニッチな領域ではなく、ヨーロッパの先進
製造業全体にわたる強力なイノベーションの推進力となっています。宇宙船や衛星のた
めに開発された高性能複合材料や極限環境耐性を持つ耐熱合金などの先進材料は、その
優れた特性から、自動車、エネルギーシステム、産業機器といった幅広い地上産業で広
く応用され、製造業の技術的限界を押し広げています。さらに、宇宙部品製造で培われ
た積層造形（3Dプリンティング）技術の進化も、このクロスセクター連携を加速させて
います。

技術・臨床詳細

高性能複合材料: 宇宙用途では、軽量性、高強度、耐熱性が極めて重要です。炭素繊
維複合材料（CFRP）やセラミックマトリックス複合材料（CMC）などは、これらの
要件を満たすために開発され、現在では高性能自動車のボディ構造、航空機のエンジ
ン部品、風力タービンのブレード、スポーツ用品など、多様な分野で利用されていま
す。これらの材料は、燃料効率の向上や製品寿命の延長に貢献します。

耐熱合金: ロケットエンジンや再突入カプセルが耐える極端な高温環境に対応するた
め、ニッケル基超合金やチタン合金などの耐熱合金が開発されてきました。これらの
合金は、地上のエネルギー産業（ガスタービン、原子力発電）、石油・ガス産業、さ
らには医療分野のインプラントなど、高温や腐食にさらされる環境で使用される部品
に転用されています。

積層造形（3Dプリンティング）: 宇宙部品は、複雑な形状、軽量化、一体成形による
信頼性向上を必要とします。選択的レーザー溶融（SLM）や電子ビーム溶融（EBM）
などの金属3Dプリンティング技術は、こうした要求に応えるために発展しました。
現在では、自動車部品の試作、医療用カスタムインプラント、産業機械の高性能部品
など、製造業のあらゆる段階で採用され、設計の自由度向上と生産リードタイム短縮
に貢献しています。

極限環境対応技術: 宇宙空間の真空、放射線、熱サイクルなどに対応するセンサー、
電子部品、コーティング技術も、地上の特殊環境（例えば、原子力施設、深海探査、
医療機器）での応用が進んでいます。



背景・業界文脈

宇宙開発への投資は、単なる科学的探求だけでなく、イノベーションと経済成長の強力
なエンジンとして認識されています。宇宙産業で培われた技術は、しばしば「スピンオ
フ」として地球上の産業に応用され、新たな市場と雇用を創出してきました。欧州連合
（EU）は、Horizon Europeなどの研究開発プログラムを通じて、宇宙技術と地上産業と
の連携を積極的に推進し、欧州全体の競争力強化を目指しています。このようなクロス
セクターイノベーションは、持続可能性、資源効率、そして産業のデジタル化といった
現代の製造業が直面する課題に対処するための鍵となります。

今後の展望

宇宙技術と製造業の連携は今後さらに深まり、新たな価値創造の機会を生み出すでしょ
う。特に、低軌道（LEO）での製造や材料試験の商業化が進むことで、地球上では製造
が困難な超高機能材料や製品が宇宙で生産され、地球上の産業に供給される未来が現実
味を帯びてきています。この動向は、製造プロセスそのものを革新し、より高性能で持
続可能な製品の提供を通じて、私たちの生活と社会を豊かにする可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.effra.eu/news/did-you-know-manufacturing-is-moving-closer-to-space-

technologies/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.effra.eu/news/did-you-know-manufacturing-is-moving-closer-to-space-technologies/
https://www.effra.eu/news/did-you-know-manufacturing-is-moving-closer-to-space-technologies/


#34 宇宙における光通信技術がSARデータ伝送とAIデータ
センターの遅延を劇的に改善：多国籍企業が開発を牽引

034_宇宙における光通信技術がSARデータ伝送とAIデータセンターの遅延を劇的に改善：多国
籍企業が開発を牽

概要

宇宙における光通信技術は、合成開口レーダー（SAR）データの伝送遅延を劇的に削

減し、宇宙ベースのAIデータセンターの実現を加速させています。Capella Spaceの
Acadia-10に搭載された光通信端末（OCT）は、無線周波数信号ではなく自由空間レー
ザーリンクを使用することで、SARデータの収集から配信までの時間を数分、あるい

はそれ以下に短縮する可能性を秘めています。また、低軌道（LEO）衛星群における
衛星間光リンク（ISL）の標準化が進み、SpaceXやAmazonなどの企業が宇宙ベースの

光通信バックボーンネットワーク構築を推進しており、高帯域幅の安全なデータ転送
を可能にしています。

公開日 2026年06月22日  Capella Space  アメリカ



詳細

主要成果

宇宙における光通信技術は、合成開口レーダー（SAR）衛星が直面する最大の課題であ
るデータ伝送遅延を劇的に削減するブレークスルーをもたらし、宇宙ベースのAIデータ
センターの構築を加速させています。Capella SpaceのAcadia-10衛星に搭載された光通
信端末（OCT）は、データ伝送に無線周波数（RF）信号ではなく自由空間レーザーリン
クを使用することで、SARデータの収集から地上への配信までを数分、あるいはそれ以
下の時間で完了させる可能性を実証しました。この技術は、低軌道（LEO）衛星間リン
ク（ISL）の標準化を推進し、高速かつ安全なデータ転送を可能にします。

技術・臨床詳細

SARデータ伝送の改善: Capella SpaceのAcadia-10に搭載されたOCTは、SAR衛星が取
得する膨大な量の高解像度データを、光学衛星間リンクを介して宇宙からリレーノー
ドにほぼリアルタイムで転送します。これにより、従来のRF通信で発生していた帯
域幅の制限や遅延の問題が大幅に解消され、タスクから配信までの時間が劇的に短縮
されます。この高速データ転送は、災害対応、防衛、環境監視などの分野で即時性の
高い情報提供を可能にします。

衛星間光リンク（ISL）の進化: 宇宙空間の真空は、光を直接、ケーブルなしで伝送で
きるため、地球上よりも有利な伝送環境を提供します。この特性を活かし、LEO衛星
が大量に配備されるにつれて、衛星間を直接光で接続するISLの標準化が進んでいま
す。SpaceXのStarlinkやAmazonのKuiperのようなメガコンステレーションは、ISLを
中核とする宇宙ベースの光通信バックボーンネットワークを構築し、グローバルな高
速インターネットアクセスを提供するだけでなく、宇宙空間でのデータ処理能力を向
上させています。

AIデータセンターへの応用: 軌道上コンピューティングは、低遅延が要求されるアプ
リケーションや、地上インフラが脆弱な防衛システムに不可欠です。高帯域幅のISL

技術は、宇宙ベースのAIデータセンター群における大規模なML（機械学習）クラス
ターのネットワーキング要件を満たすために不可欠であり、地球上のリソースへの影
響を最小限に抑えつつ、高い拡張性を実現する可能性を秘めています。



デュアルユースの可能性: TranscelestialやMynaricのような企業は、レーザーリンクに
よる光通信衛星間通信に注力し、軌道上での安全な高速データ転送技術を進化させて
います。これらのレーザーシステム自体は直接的な兵器化を目的としていませんが、
レーザー技術が宇宙で運用される広範な傾向は、防衛や対宇宙戦略における潜在的な
デュアルユース（軍民両用）の可能性を秘めていることも示唆されています。

背景・業界文脈

データ生成量の爆発的な増加に伴い、地球観測衛星やAIコンピューティングの需要が急
増しています。しかし、従来のRF通信では、その限られた帯域幅が、膨大な量の宇宙デ
ータの高速処理と伝送におけるボトルネックとなっていました。光通信は、RF通信に比
べてはるかに広い帯域幅と高いセキュリティを提供できるため、次世代の宇宙通信イン
フラとして世界的に注目を集めています。各国の宇宙機関や民間企業は、この技術の実
用化に積極的に投資しています。

今後の展望

宇宙における光通信技術の進展は、SARデータ伝送の効率化に留まらず、宇宙ベースの
AIデータセンターの実現を加速させ、グローバルな接続性と情報処理能力を飛躍的に向
上させるでしょう。これにより、地球上のエッジコンピューティングと連携し、遠隔地
へのサービス拡張、レジリエンスの向上、そして全く新しい競争力をもたらす可能性が
あります。また、この技術は防衛分野にも大きな影響を与え、宇宙の安全保障環境を再
定義する可能性も秘めており、今後の動向が注目されます。

元記事: https://www.capellaspace.com/resources/solving-sars-largest-bottleneck-how-acadia-10s-

optical-communications-terminal-is-redefining-latency
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#35 Premier Graphene、バイオマス原料から生成するグ
ラフェンで、宇宙・航空宇宙用途向け高機能材料市場に参
入

035_Premier Graphene、バイオマス原料から生成するグラフェンで、宇宙・航空宇宙用途向
け高機

概要

Premier Grapheneは、優れた強度対重量比、熱伝導率、耐放射線性を持つグラフェン
を、宇宙・航空宇宙分野の高機能材料として位置付けています。同社のグラフェン

は、衛星構造部品、宇宙船の熱管理システム、深宇宙ミッション用放射線シールド、
次世代発電基板などに応用可能です。特に、バイオマス原料からグラフェンを製造す
る独自のアプローチは、従来の製造方法に比べてコストと持続可能性において大きな

優位性を持つ可能性があり、この高成長市場における競争力を高めます。

公開日 2026年06月23日  Markets Insider  アメリカ



詳細

主要成果

Premier Grapheneは、その優れた物性を持つグラフェンを、宇宙および航空宇宙用途の
次世代高機能材料として戦略的に位置付けています。同社が独自にバイオマス原料から
製造するグラフェンは、極めて高い強度対重量比、優れた熱伝導率、そして特筆すべき
耐放射線特性を持ち、衛星構造部品、宇宙船の熱管理システム、深宇宙ミッション用放
射線シールド、そして次世代発電基板といった多様なアプリケーションに革新をもたら
す可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

グラフェンの卓越した特性:

強度対重量比: 鋼の200倍以上の強度を持ちながら、非常に軽量であるため、宇宙
船や衛星の構造部品の軽量化に大きく貢献し、打ち上げコストの削減やペイロー
ド能力の向上につながります。

熱伝導率: 既存のどの材料よりも高い熱伝導率を持つため、宇宙船内の電子機器の
効率的な冷却や、熱管理システム（ラジエーターなど）の性能向上に寄与しま
す。

耐放射線性: 宇宙空間の厳しい放射線環境（銀河宇宙線、太陽プロトンイベントな
ど）に対して高い耐性を持つため、深宇宙ミッションにおける宇宙飛行士や電子
機器の放射線シールドとしての利用が期待されます。

バイオマス由来製造プロセス: Premier Grapheneは、バイオマス（生物資源）を原料
としてグラフェンを製造する独自の、持続可能なアプローチを採用しています。この
方法は、従来のグラフェン製造方法（例えば、CVD法や酸化還元法）と比較して、製
造コストを大幅に削減できる可能性があり、環境負荷も低減します。このコスト競争
力は、高成長市場への大規模な投入を可能にする重要な要素です。



応用分野の具体例:

衛星構造部品: 軽量かつ高強度な構造材料として、衛星の小型化・高性能化に貢
献。

宇宙船熱管理システム: 効率的な放熱を可能にし、電子機器の寿命延長と信頼性向
上を実現。

深宇宙ミッション用放射線シールド: 宇宙飛行士や精密機器を放射線から保護する
新たなソリューション。

次世代発電基板: 宇宙太陽光発電システムやオンボード電源の効率向上に貢献。

背景・業界文脈

宇宙産業は、打ち上げコストの低下と商業化の進展により、新たな材料技術への需要が
急速に高まっています。特に、過酷な宇宙環境に耐え、ミッションの性能と持続可能性
を向上させる革新的な材料が求められています。グラフェンは、そのユニークな特性か
ら「夢の材料」と称され、様々な産業での応用が期待されていますが、製造コストの高
さと量産技術の確立が課題でした。Premier Grapheneのバイオマス由来製造プロセス
は、この課題を克服し、グラフェンの商業的利用を加速させる可能性を秘めています。

今後の展望

Premier Grapheneの技術は、宇宙・航空宇宙分野における材料科学に大きな変革をもた
らす可能性を秘めています。コスト効率が高く持続可能な方法で高性能グラフェンを供
給することで、次世代の宇宙船や衛星、深宇宙探査技術の開発を加速させることが期待
されます。この革新的な材料は、宇宙経済の成長を支え、より安全で効率的な宇宙活動
の実現に貢献するでしょう。将来的には、この技術が地上産業にも幅広く応用され、持
続可能な材料革命を牽引する可能性も秘めています。

元記事: https://markets.businessinsider.com/news/stocks/premier-graphene-eyes-space-and-aerospace-

applications-1036267954
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#36 J.P. Morgan、再利用ロケットと低軌道コストが宇宙
経済を拡大、宇宙ベース太陽光発電と防衛支出を推進する
と予測

036_J.P. Morgan、再利用ロケットと低軌道コストが宇宙経済を拡大、宇宙ベース太陽光発電
と防衛支出

概要

J.P. Morganの分析によると、再利用可能なロケット技術の進展と軌道へのキログラム
あたりコストの低下、リフト能力の拡大が、宇宙ベースの太陽電池アレイ（SBSP）を

概念段階から商業的現実へと移行させる時期を決定します。この閾値が近づくにつれ
て、宇宙産業は従来の航空宇宙請負業者から、耐放射線モジュールを開発する太陽電
池メーカー、宇宙グレード部品を製造する機器サプライヤー、そして野心的な宇宙プ

ロジェクトをサポートする革新的な技術企業へと劇的に拡大すると予測されていま
す。防衛支出もこの成長を牽引する重要な要素です。

公開日 2026年06月23日  J.P. Morgan  アメリカ



詳細

主要成果

J.P. Morganの最新分析によると、再利用可能なロケット技術の急速な進展、軌道へのキ
ログラムあたりコストの劇的な低下、および打ち上げ能力の拡大が、宇宙ベースの太陽
電池アレイ（Space-Based Solar Power: SBSP）という長年の概念を商業的に実現可能な
段階へと押し上げる主要因となっています。この技術的・経済的閾値が近づくにつれ
て、宇宙産業は従来の航空宇宙請負業者中心の構造から、耐放射線モジュールを開発す
る太陽電池メーカー、宇宙グレードの部品を製造する機器サプライヤー、そして野心的
な宇宙プロジェクトを支援する革新的な技術プロバイダーへと、そのプレーヤー構成を
劇的に多様化させると予測されています。さらに、グローバルな防衛支出の増加も、宇
宙経済の成長を強力に牽引する要素として強調されています。

技術・臨床詳細

再利用可能なロケット技術の影響: SpaceXのStarshipのような再利用可能なロケット
は、打ち上げコストを大幅に削減し、大量のペイロードを頻繁に軌道へ輸送すること
を可能にしました。これにより、SBSPのような大規模な宇宙インフラ構築プロジェ
クトが経済的に実現可能な範囲に入ってきています。

軌道へのコスト低下: 軌道への輸送コストがキログラムあたり数千ドルから数百ド
ル、将来的には数十ドルへと低下することは、宇宙産業全体の商業化を加速させ、こ
れまでは費用対効果が見合わなかった新しい事業モデルや技術開発を可能にします。

宇宙ベース太陽光発電（SBSP）: SBSPは、地球軌道上に設置された巨大な太陽電池
アレイで太陽エネルギーを収集し、マイクロ波やレーザーで地上に送電するシステム
です。宇宙空間では、地球の大気による吸収や夜間の影響を受けずに、24時間365日
安定して大容量の電力を供給できるため、地球のエネルギー問題に対する持続可能な
解決策として期待されています。

産業構造の多様化: 宇宙へのアクセスが容易になることで、従来の宇宙産業の垂直統
合された構造が変化し、専門性の高い中小企業やスタートアップが参入しやすくなり
ます。例えば、放射線に強い電子部品、超軽量構造材、高性能なセンサー、宇宙環境
に耐えるバッテリー技術などを開発する企業が、新たなサプライチェーンの核となり
ます。



防衛支出の役割: 宇宙は、通信、偵察、ナビゲーションといった軍事用途にとって戦
略的に重要な領域です。地政学的緊張の高まりに伴う防衛支出の増加は、偵察衛星、
ミサイル早期警戒システム、宇宙ベースの通信ネットワークなどの開発・配備を促進
し、宇宙産業に安定した需要を生み出しています。

背景・業界文脈

宇宙産業は、過去数十年間、政府や一部の大手請負業者によって主に推進されてきまし
た。しかし、イーロン・マスクのSpaceXやジェフ・ベゾスのBlue Originといった民間企
業の参入は、イノベーションとコスト競争を加速させ、宇宙への「ニュー・スペース」
時代を到来させました。気候変動への対応やエネルギー安全保障の確保が喫緊の課題と
なる中で、SBSPのような革新的なエネルギーソリューションへの期待が高まっていま
す。また、国際的な安全保障環境の変化は、宇宙を新たな防衛領域として位置づけ、関
連技術開発への投資を促しています。

今後の展望

J.P. Morganの分析は、宇宙産業が今後数年間で飛躍的な成長を遂げ、グローバル経済に
おけるその重要性を増していくことを示唆しています。SBSPの商業的実現は、地球にク
リーンで潤沢なエネルギーを供給し、脱炭素社会の実現に大きく貢献する可能性を秘め
ています。さらに、防衛分野からの安定した需要は、技術革新を継続的に後押しするで
しょう。これらの要因が複合的に作用することで、宇宙産業は従来の枠組みを超え、多
様な技術とビジネスモデルが交差する、より広範でダイナミックな「宇宙経済」へと進
化していくことが予想されます。

元記事: https://www.jpmorgan.com/insights/global-research/technology/space-economy
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